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巻 頭 言 

 
 この度、長崎大学教育学部附属小学校並びに中学校は、新型コロナウイルス感染症の
第 5 波への対応策として、9 月 1 日から 6 日までの 4 日間をオンライン授業で実施しま
した。この決定は、大学の専門家会議で、県内の感染状況、子ども達はワクチン接種が
できないこと、9 月 6 日まで県独自の緊急事態宣言（県の宣言後に国が 12 日まで緊急
事態宣言地域として指定した後に、県も 12 日まで延長）を出したこと、子ども達の学
びの保障が必要なこと、8 月 31 日から教育実習が始まること（実習前 14 日間の行動制
限と健康観察記録の作成、全実習生はワクチン接種か直前での PCR 検査の受診が条件）
等を考えてです。しかしこれは、近隣の公立学校の対応（市立・町立は通常通り、県立
は分散登校）とは大きく異なるものであり、学校関係者や保護者の間でも賛否が分かれ
るところでした。このような状況下で、保護者や子ども達の理解が得られた主な理由は、
学校が的確に関係者に情報提供を行ったこと、家庭での学習が困難な子どもの学校での
学習を認めたこと、事前調査で判明していた家庭の脆弱な Wi-Fi 環境への対応や使用
時のトラブル対応を事前も含め丁寧に行ったことが挙げられ、これは日頃からの学校の
取り組みの成果と言えます。 
 この実現の背景には、令和 2 年度に新型コロナウイルス感染症の感染拡大のために前
倒しされた GIGA スクール構想による学校の高速ネットワーク環境整備と所謂一人一
台端末の整備があります。その結果、本附属学校では、10月から 11 月にかけて 1/3 の
端末が整備され、小学校では 5・6 年生を、中学校では 2 年生を中心に授業での活用が
始まりました。これにより、一部の教員と児童生徒の機器やソフトの活用スキルが確実
に向上し、残された者たちは学びたい、活用したいとの欲求を高めました。その後、残
りの端末も令和 3 年 5 月末までに整備されると、待ちわびた児童生徒と教員が一斉に
活用したことは言うまでもありません。 
 一方で、世の中は東京オリンピック・パラリンピックの開催、お盆等での大規模な人
の移動が予想され、各附属学校では夏休み明けの対応を今までの経験を踏まえ 7 月から
検討しました。ワクチン接種等の関係でお盆前後には 40歳代以下の感染者が、8 月 20
日には家庭内における子供から大人への感染や 20 歳代以下の若年層の感染拡大が懸念
される様になりました。この傾向は泉川教授らが既に長崎県でも同様であることを確認
しており、河野学長より 8 月 20 日には教育学部に対してオンライン授業の実施を含め
た対応策の検討が指示されました。これを受けて、学部と附属間で協議し、8 月 23 日
の専門家会議で上述のような対応策が決定されました。これを受け、附属学校では 1 週
間足らずの間に、家庭への連絡と質問等への対応方法、オンライン授業の内容・方法、
子ども達への端末の貸出・使用方法の説明等を決定し、オンライン授業が実施されまし



た。 
 夏休み明けという子ども達の指導上大切な時期で、また教育実習の始まりの週であっ
たにもかかわらず初めてのオンライン授業をできたことは、附属学校関係者の日頃から
の努力の賜であり、だからこそ関係者の学びは大きいと思います。これを記録すること
は、今後も続くコロナ禍への対策上極めて有用であり、またオンライン授業という新た
な手法の導入時の基礎資料として価値があります。作成に当たりご協力を頂いた大学教
員と附属学校の関係各位に感謝申し上げます。 
 
                         令和 3年 11月 28 日 
                         長崎大学教育学部 
                          学部長  藤本 登 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  



オンライン授業の実施にあたって 
 
 
「やってみないと進まない、相談しないと深まらない」という教育実践で大切にすべ

きことを、改めて実感することが出来たのが、今回の一人一台端末を使ったオンライン
授業です。８月末頃の新型コロナウイルス感染拡大による臨時休校によって、子どもた
ちの学びを止めないために決断したオンライン授業ですが、実施するまでにクリアすべ
き課題が様々にありました。それは、次のようなことでした。 
○一人一台端末が全校に揃ったのが６月下旬であったため、児童の使用期間が短かく、
活用の仕方が十分に身についていない児童への対応。 

○ほとんど使用していなかった１・２年生への対応。 
○通信環境が違う家庭への対応。  
○教員のＩＣＴ活用力の平準化への対応。 
○仕事を休めない家庭の児童を受け入れる対応。 
○オンライン学習の時間割等の対応。  等 
保護者にオンライン授業を伝えた日から、１００件を超える電話相談がありました。

それぞれに寄り添いながら対応するとともに、全職員が協力しながら短時間でオンライ
ン学習のやり方について学んでいく姿は圧巻でした。結果としてＩＣＴ利活用の指導力
が急激に向上し、これまで大切にしてきた授業づくりと相まって新たな方向性を見い出
すことが出来ました。と同時に、対面での教育が持つ人間教育力や温もりは、やはり欠
かせないものだと肌で感じることも出来ました。 
オンライン学習の実施から事後のまとめまで、教育学部の多くの先生方にお力添えを

いただいたことで、次への可能性を探究する推進力に弾みが付いています。これからも
北斗の子どもたち一人一人が主役になる教育に邁進して参りますので、引き続き皆様の
御協力・御支援を賜りますようお願い申し上げます。 
 
                         長崎大学教育学部附属小学校 
                          校長  古野 祐一 
 
 

  



初の試み オンライン授業 
 
 附属小・中学校では、令和３年９月１日からオンライン授業を実施しましたが、その
端緒となった本校の取組は、１年半前（令和２年４月中旬から５月初め）の臨時休業期
間に遡ります。同年２月末以来２度目の臨時休業を経験し、今後もこのような事態が続
く恐れがある中、そして、一人一台端末が段階的に支給される見込みであり、さらには、
社会的に在宅勤務が推奨され、本学においてもその方針が出されたことから、教員全員
が出勤する日と在宅勤務者・出勤者が混在する日を設け、後者において、オンライン模
擬授業を試行することとしました。試行した教科は、社会科、理科、英語科、保健体育
科。出勤者１名が授業者となり、普通教室や理科室、多目的ホール等、教科毎に場所を
変え、在宅勤務者全員（１０名程）が生徒役を務め、他の出勤者が参観者となりました。
そこで気づき、感じ、共通理解した「黒板として機能する範囲」「意思疎通のタイムラ
グ」「生徒の反応や理解度を確かめる方法」「部屋の背景に配慮する必要があること」等々
が、今回の゛本番゛を支えることとなりました。また、何より、試行で得られた゛でき
る゛という手応えが゛本番゛に向かう原動力になったと考えています。 
 そして、オンライン授業を成し得たのは、本校教員の行動力と情熱に他なりません。
実施決定後は、１日目１校時の各学年１組の時間割から、オンラインで行う授業の選定、
事前指導で用いる生徒用マニュアルの作成と学年間での擦り合わせ、同時期に始まる実
習生授業計画の再調整を短期間で仕上げ、そして、自らのオンライン授業の準備に励み
ました。突然の事態にも、子どもたちの顔を思い浮かべ、楽しみながら、どんな授業を
するかを練り直し、県内初の試みを誇りを持って進めました。本校が、長い間、学校行
事や授業研究等を通じて磨き膨らませてきた進取の気概と協働性が発揮され、後頁にて
紹介の取組となりました。更なる改善のために皆様の助言や御意見を頂けましたら幸い
に存じます。 
 
                         長崎大学教育学部附属中学校 
                          校長  山田 善彦 
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１．調査研究の方法 

 
 プロジェクトの発足に先立ち，「附属学校オンライン授業実施に伴う調査検討会」が
開催され，以下のような意見交換が行われた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●附属学校オンライン授業実施に伴う調査検討会 
 
【決める事】 
目的：学びを止めないという趣旨で実施したオンライン授業について、成果と課題及び参加者の内

性を調査することで、今後の同様の活動の参考になる資料（報告書）を作成する。（長崎県の
教育界の資料になり得るものを作る。実施時の指針になるもの。） 

実施期間：3 か月以内に公表する 
方法：アンケート調査、ヒアリング調査 
【内容】前提条件として、夏季休業明けなどのオンライン授業と関係ない内容は除外する。また本調

査とは別に、各研究者が行う調査等に本調査データや結果を利用してもらうことは OK だが、
個別研究の内容が本調査に影響は与えない。例えば、家庭科では昨年度のマスク製作時の研究
があり、それと合わせた評価が検討できる可能性あり。 

教員：ICT 活用指導力チェックリスト（学校で実施済みか確認）、普段の授業との比較、どんな課題、
どんな工夫、どんなスキルが必要か 

 
 
 
 
子ども：理解度、楽しかったの？どう？理由が大切、普段の授業との比較、子どもの満足度が高い内

容はオンラインに適している？粘り強く・一生懸命取り組めたか？（学習の構え） 
保護者：子どもの様子（オンライン後のつぶやき・子どもの疲れ、生活リズム、健康）、受ける環境

について 
 
【コメント】 
・どのような目的で誰を対象として調査するのか未だ私が把握できておりませんが，もし教師を対
象にリサーチするのであれば，まずは学校・教師の属性を明確にするという意味で，以下の調査を
していただくのもアリかと思いました．-＞配布資料  そうすれば，どのようなタイプの学校の
中でどのようなタイプの教師がオンライン学習を進めた際，どのような方略を取る傾向があるの
かが整理できるかもしれません． 

・小１～３年生もごく簡単なアンケートならできると思います。選択肢を顔の表情（困った顔～嬉し
い顔）とかにすれば可能かなと。子どもへのインタビューは信頼関係の形成にも時間がかかります
のでお勧めできません。小４～６年生および中１～３年生は普通の文とスケール（１:あてはまら
ない～４:あてはまる）でいいと思います。教員はインタビューが難しいなら，自由記述多めのア
ンケートではいかがでしょうか。何を聞いたらいいか具体案はありませんが。 

・オンラインの学習効果や実践については既に世界的にも全国的に調査されており（都会が先行し
たため）、学術的な研究にすることは難しいと思っております。もし研究にするということであれ
ば新たな切り口が必要かと思います。私個人の興味関心としては、オンライン講義中の教師の意思
決定プロセスの解明（身体性を中心概念とした児童の見取りや視線動向）や実践的知識に基づく即
興的な思考（おそらく対面とは判断の基準や種類が変わってくると思ってます）等にありますが、
しっかりと先行研究を調べてみないとなんとも言えません。報告書や実践報告ということであれ
ば簡単なインタビューや質問紙で十分かと思います。 

・私がヒアリングを行うなら、ライン系統（校長・教頭・主幹・教務）へ、オンライン実施に当たる
配慮事項等を聞き取る形になるかなぁと思いました。また、養護教諭への聞き取りも面白いかもな
ぁと思います（思い付きです。） 

支援の活用（制度・体制の教科），一人教科の課題採点，子ども理解度・考え，カリキュラム適した
題材，出欠確認等公務的な内容，今までの準備・流れ，実施前後気持ち・考え，机間指導できない 
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【調査研究を進めるに当たって】 
 プロジェクトの進行に当たり，学部及び附属学校の教員によるメーリングリストを立
ち上げて，接触機会の低減と意見交換・集約のための便宜を図った。 
また調査研究に当たっては，対象を＜教員＞＜児童・生徒＞＜保護者＞＜教育実習生＞
＜学校管理職等＞に分け，それぞれの対象毎にチームを構成した。質問及びインタビュ
ー項目は，プロジェクト参加者全員で検討を行って練り上げ，Web フォームによるオ
ンライン調査（一部は，紙面による調査）とインタビュー調査を行った。調査後の結果
及び考察と報告書の執筆については，それぞれのチーム毎に進めた。 
 
【調査項目】 
 対象毎の調査項目については，「２．調査研究の内容」においてそれぞれの対象毎に
提示した。 
 
 調査研究のためのチーム編成は，以下の通りである。 
 
【チーム編成】（敬称略，◎：チームリーダー） 
＜教員対象＞    ◎安井暁子，藤井佑介 
＜児童・生徒対象＞ ◎前原由喜夫，駒津順子，中村一也 
＜保護者対象＞   ◎木村国広，加納暁子，吉良史明 
＜教育実習生対象＞ ◎倉田伸 
＜学校管理職等対象（インタビュー調査）＞ ◎畑中大路 
 
【調査の時期】 
 調査の時期は，＜教員対象＞＜児童・生徒対象＞＜保護者対象＞＜教育実習生対象＞
については令和 3 年 9 月末～10 月上旬，＜学校管理職等対象（インタビュー調査）＞
についてはオンライン調査が落ち着いた後の 10月下旬～11 月に行った。 
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２．調査研究の内容 

 ２．１．児童・生徒対象調査について 

前原 由喜夫 
 
 2021 年（令和 3年）8月，日本中が東京オリンピック 2020 での日本選手たちの大活躍に
沸く中，同時に新型コロナウイルス（COVID-19）の感染拡大第 5波に襲われ，学校現場は
9 月の新学期からオンライン授業実施の可能性を検討せざるをえない状況に置かれていた。
実際ふたを開けてみれば，地方においてオンライン授業を実施する学校は少なかったが，長
崎大学教育学部附属学校園は，その先導的役割も鑑み，2021 年 8 月 31 日から 9 月 6 日ま
で在宅オンライン授業の実施に踏み切った。附属学校園でも全面的なオンライン授業は初
めての試みであり，試行錯誤の状態での実施となった。コロナ禍に後押しされ，GIGA スク
ール構想が慌てて前倒しされたことからも明らかなように，日本の教育は情報通信技術の
活用の点で先進諸国の後塵を拝している。附属小学校および中学校においてオンライン授
業に対する児童および生徒の感想を調査し，収集したデータを統計的に分析することを通
して，今回の経験を今後のオンライン授業の充実に向けた有益な知見としたい。 
 

(1)附属中学校生徒に対する調査 

(1)－1．方法 
参加者 
附属中学校の生徒 408 名が Google Formを用いたアンケート調査に参加した。人数の内

訳は，表１のようになった。 
 
表 1．中学生の属性別の人数内訳 
 女子 男子 不明 合計 
1 年生 67 64 2 133 
2 年生 69 68 1 138 
3 年生 67 70 0 137 
合計 203 202 3 408 

 
調査項目 
・ 学年：1年生／2年生／3年生から選択 
・ 性別：女子／男子から選択（※無回答可） 
・ オンライン授業についての感想：12 項目，4件法（1：あてはまらない－4：あてはまる） 
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1. 家で受けたオンライン授業は，楽しかった。 
2. 家で受けたオンライン授業は，ついていくのが難しかった。 
3. 家で受けたオンライン授業は，疲れた。 
4. 家で受けたオンライン授業は，気楽だった。 
5. 家で受けたオンライン授業は，まじめに受けることができた。 
6. 家で受けたオンライン授業は，さびしかった。 
7. 家で受けたオンライン授業は，いそがしかった。 
8. 家で受けたオンライン授業は，集中できた。 
9. 家で受けたオンライン授業は，発言しやすかった。 
10. 家で受けたオンライン授業は，わかりやすかった。 
11. 家で受けるオンライン授業が，もっと増えたらいいのにと思う。 
12. コロナでなくても，家で受けるオンライン授業があったらいいのにと思う。 

・ オンライン授業に対する全体的好意度：あなたは，学校で受ける授業とオンライン授業，
どちらのほうが好きですか。1～7のうちから 1つ選んでください。ただし，1に近いほ
ど学校での授業が，7に近いほどオンラインでの授業が好きということをあらわします。 

・ あなたがオンライン授業の良いと思う点を，自由に書いてください。（自由記述）※今
回の報告には含めず。 

・ あなたがオンライン授業の改善してほしいと思う点を，自由に書いてください。（自由
記述） 

・ あなたがオンライン授業に向いていると思う教科を以下の中から選んでください。いく
つ選んでもかまいません。オンライン授業に向いていると思う教科がひとつもない場合
は，何も選ばなくても大丈夫です。（複数選択可） 
― 国語・社会・数学・理科・英語・音楽・美術・保健体育・技術・家庭 

・ 性格に関する質問：29 項目（Big Five 尺度短縮版（並川ら, 2012）の項目の中で，中学
生には難しいと思われる一部の項目を言い換えた。以下の*を付けた項目は言い換え後
の項目），5 件法（1：あてはまらない－5：あてはまる） 
1．話好き 11．好奇心が強い 21．不安になりやすい 
2．心配性 12．自己中心的 22．陽気な 
3．多才の 13．弱気になる 23．進歩的 
4．おだやかな* 14．外向的 24．心の広い* 
5．頭の回転の速い 15．いい加減な 25．計画性のある 
6．成り行きまかせ 16．憂うつな 26．軽率な 
7．緊張しやすい 17．独創的な 27．社交的 
8．怒りっぽい 18．親切な 28．短気 
9．几帳面な 19．怠惰な 29．だらしない* 
10．無口な 20．興味の広い  
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Big Five は人間の性格を，5 つの基本性格特性（外向性，精神安定性，誠実性，調和性，
開放性）の組み合わせにより表現しようとする理論である。今回用いた尺度では，性格
を表す形容詞に自分がどれくらいあてはまるかを回答してもらった。 

 
(1)－2．結果と考察 
(1)－2－1．オンライン授業についての感想 
 オンライン授業を受けてみて，どのような感想を持った生徒が，オンライン授業に対し肯
定的な態度を抱くようになったかを分析するために，オンライン授業についての感想 12項
目を用いた共分散構造分析を実施した。この分析を通して，オンライン授業のどのような側
面を意識して授業を設計・実施すれば，生徒のオンライン授業への前向きな態度を引き出す
ことができるかのヒントを得られるだろう。 
オンライン授業の体験に対する認知的満足感（学習効果の実感）と情動的快適さ（参加し

やすさ・情緒的障壁の少なさ）が，それぞれオンライン授業の機会増加への期待（将来のオ
ンライン授業へのモチベーション）に影響を与えているという仮説を立てた（図 1）。 

 
 
 
 
 

図 1．仮説モデル 
 
 仮説モデルの各種係数と適合度を計算した結果，相関係数および標準偏回帰係数は図 2の
ようになった（潜在因子から各項目への係数は省略）。適合度は，χ2(51)/df = 3.00，GFI = 
0.940 (AGFI = 0.908)，CFI = 0.925，RMSEA = 0.070，AIC = 207.10 で，あまり当てはま
りが良いとは言えなかった。そこで，12 項目の探索的因子分析（最尤法，直接オブリミン
回転）を行い，その結果にもとづいてモデルを修正した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2．仮説モデルの分析の結果（中学生） 
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 探索的因子分析の結果，「楽しかった」は認知因子と情動因子の両方に負荷を持つことが
判明したため，「楽しかった」が両因子から影響を受けるよう，図 3 のようにモデルを修正
した。 
修正モデルの各種係数と適合度を計算した結果，相関係数および標準偏回帰係数は図 3の

ようになった（潜在因子から各項目への係数は省略）。適合度は，χ2(49)/df = 2.49，GFI = 
0.953 (AGFI = 0.926)，CFI = 0.946，RMSEA = 0.061，AIC = 180.08 で，最初の仮説モデ
ルよりも改善されており，ある程度満足のゆく適合度が得られた。 
学習効果の認知とポジティブな情動的反応が「楽しい」という感想につながり，それがオ

ンライン授業の機会増加への期待に影響することが示唆された。ところが，学習効果の認知
は直接的には機会増加への期待に影響しなかった。一方で，ポジティブな情動的反応は直接
的に機会増加への期待に影響することがわかった。これらの結果から，授業の“わかりやす
さ”よりも“受けやすさ”のほうが，生徒たちのオンライン授業へのモチベーションにつなが
っていた可能性がある。 
 

 
図 3．修正モデルの分析の結果（中学生） 

 
今回の調査の反省点としては，天井効果を示す項目が多かったという点が挙げられる。中

学生なので，4 件法ではなく，5 件法で実施すべきだった。最初は 5 件法を考えていたが，
途中から「回答しやすいだろうし，時間の節約にもなるだろうから」と思って 4 件法に変更
した判断が非常に甘く合理性に欠けており，調査者の“心理学研究のプロ意識”が足りなかっ
たと言わざるをえない。また，探索的因子分析の結果明らかになったように，「楽しかった」
という項目が，漠然とした全体的な感想を聞く項目になっていしまっていた。「快適だった」
とか「スムーズだった」という語句のほうがよかったかもしれない。 
 
(1)－2－2．性格とオンライン授業への好意度との関係 
 外向性の高い子ほど対面授業を好み，内向性の高い子ほど非対面授業（ビデオ教材等）を
好むという現象は，古くから適性処遇交互作用（aptitude-treatment interaction; ATI）とし
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て知られている。本調査では，今日の在宅オンライン授業でも同様の現象が観察されるかど
うかを検証した。どのような性格の生徒がオンライン授業を好むか／好まないかを明らか
にすることによって，オンライン授業にあまり魅力を感じていない生徒の性格を知り，それ
を踏まえた授業上の手立てを考えることができるだろう。そこで，Big Five尺度で測定され
る外向性の高い生徒と低い生徒で，オンライン授業に対する好意度に差があるかどうかを
分析した。同時に，他の基本性格特性にもオンライン授業の好意度に影響を与えているもの
があるかどうかも検討した。今回調べた 5つの基本性格特性の概要を以下に記した。 

 外向性・・・明るく社交的で，おしゃべりや人づきあいを好む 
 精神安定性・・・不安や抑うつを感じても，すぐに気持ちを持ち直せる 
 誠実性・・・誘惑に負けず，自分をコントロールすることができる 
 開放性・・・新しい知識や経験に対して前向きな態度を示す 
 調和性・・・他人にやさしく，周囲との調和を大切にする 

Big Five 尺度短縮版の各性格特性尺度得点に関する記述統計量を表 2 に示した。各尺度
得点の M＋1SD および M－1SD も示した（M は平均値，SD は標準偏差）。本調査では，
M＋1SD 以上をその性格特性の強い群（高群），M－1SD以下をその性格特性の弱い群（低
群）とした。高群および低群の人数，平均値，そして標準偏差も表 2 に示した。 

 
表 2．各性格特性の尺度得点の記述統計量 
 外向性 精神安定性 誠実性 開放性 調和性 
M 3.53 2.65 3.01 3.18 3.36 
SD 0.83 0.88 0.67 0.73 0.72 
M＋1SD 4.36 3.54 3.68 3.90 4.07 
M－1SD 2.71 1.77 2.33 2.45 2.64 

高群 
N 80 73 74 63 64 
M 4.65 4.02 3.98 4.29 4.41 
SD 0.22 0.36 0.30 0.29 0.22 

低群 
N 67 66 69 62 56 
M 2.25 1.44 1.97 2.06 2.16 
SD 0.42 0.19 0.31 0.33 0.42 

 
各性格特性の高群と低群ごとにオンライン授業への全体的な好意度の平均値および標準

偏差を算出し，表 3 にまとめた（平均値が高いほどオンライン授業への好意度が高いこと
をあらわす）。高群と低群のオンライン授業に対する好意度に対して，1 要因参加者間分散
分析（ANOVA）を行った結果も表 3に含めた。 

ANOVAの結果から，外向性が低い生徒（＝内向性の高い生徒）は，外向性が高い生徒よ
りもオンライン授業を有意に好むということがわかった。逆に外向性の高い生徒は，対面授
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業をより好む傾向にあるため，オンライン授業でも対面授業のような先生－生徒間や生徒
同士のコミュニケーションを重視した方法で実施できれば，オンライン授業への肯定的な
態度が高まるだろう。また，誠実性が低い生徒（＝自己コントロールの低い生徒）は，誠実
性の高い生徒よりも，ややオンライン授業のほうを好む傾向にあった。早起きをしなくて済
む，通学する準備が省略できる，などの利便性の高さを重視しているのかもしれない。 
 
表 3．各性格特性の高群と低群のオンライン授業好意度および ANOVA結果 
 低群 高群 

F 値 p 
M SD M SD 

外向性 4.66 1.97 3.69 2.13 F (1, 145) = 7.98 .005 
精神安定性 4.38 2.12 4.15 2.07 F (1, 137) = 0.41 .525 
誠実性 4.48 1.99 3.78 2.16 F (1, 141) = 3.93 .049 
開放性 4.55 1.67 4.32 2.34 F (1, 123) = 0.40 .531 
調和性 4.52 1.93 3.94 2.11 F (1, 118) = 2.40 .124 
 

(1)－2－3．オンライン授業への好意度の発達的変化 
 学年あるいは性別によって，オンライン授業への好意度に変化がみられるかを検討した。
この分析から，オンライン授業を好きな生徒／それほど好きでない生徒の属性が明らかに
なるだろう。オンライン授業への好意度が高い生徒の属性があれば，その属性の生徒たちに
は積極的にオンライン授業を展開し，逆にオンライン授業への好意度が低い生徒たちがい
れば，なるべく対面授業を実施したほうが学習へのモチベーションも上がると考えられる。 
 

 
図 4．中学生のオンライン授業への好意度の平均値 

エラーバーは 95％信頼区間 
 
学年と性別ごとのオンライン授業に対する好意度の平均値を図 4 に示した。好意度の平

均値に対して，学年（1／2／3 年生）と性別（女子／男子）を参加者間要因とした，2要因
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参加者間 ANOVAを実施した。その結果，学年の主効果が有意だったが（F (2, 399) = 3.29, 
p = .038），性別の主効果は非有意だった（F (1, 399) = 0.26, p = .614）。また，交互作用が
有意だったので（F (2, 399) = 3.17, p = .043），単純効果の検定を行ったところ，1年生男
子が 1 年生女子および 3 年生男子よりも有意にオンライン授業を好んでいたということが
わかった。 
これらの分析から，1 年生男子はオンライン授業に好意的であることがわかった。さらに，

男子は学年が進むにつれて，オンライン授業への肯定的評価が減っていた。一方で，女子は
3 年間を通して，オンライン授業への好意度に変化はなかった。3年生は学校に最も馴染ん
でおり，中学卒業が視野に入るため，クラスメイトたちとの直接的な交流がある対面授業を
好むのかもしれない。あるいは，3年生は教科の内容的に，対面で先生や級友と直接やり取
りがあるほうが，授業内容がよりわかりやすくなると感じているのかもしれない。 

 
(1)－2－4．改善点に関する自由記述 
改善点に関する自由記述は以下の方法で分類した。まず，無回答や「特になし」を除き，

1 人で複数回答は別々の回答に分けた。全部で何個の意見が出たかをカウントした結果，の
べ 320 個の意見があった。全意見の 10％（32個）を無作為抽出し，それを教育心理学専攻
の学生 2人が KJ法的な方法で分類した。その結果，7 個のカテゴリが見つかった。その後，
分類を行った学生 2 人がそれぞれ，320 個すべての意見をカテゴリ分けした。2人のカテゴ
リが一致しなかった箇所は，合議のうえ一致させた。「その他」として分類された意見の中
にも，ある程度のまとまりで分類できるカテゴリが 2 つあったので，調査者がそれを独立
したカテゴリとし，最終的に「その他」を含む合計 10 個のカテゴリとした。最終的な分類
結果を表 4 にまとめた。それを円グラフにすると図 5のようになった。 
 
表 4．改善点に関する自由記述の分類結果（中学生） 

カテゴリ 意見数 ％ 
通信環境（画質や音声の乱れ，タイムラグなど）への不満 112 35.0 
友達との交流や授業中のやり取りに関する要望 42 13.1 
目の疲れ 33 10.3 
教師の板書に関する要望 32 10.0 
オンライン授業のルール設定の必要性 28 8.8 
教師の指示や授業方法に関する要望 26 8.1 
自習時間に関する要望 12 3.8 
実技教科の限界 8 2.5 
パソコンの操作自体を教えてほしい 5 1.6 
その他 22 6.9 
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図 5．改善点に関する自由記述の分類結果（中学生） 

 
 改善点に関しては，通信環境の不安定さへの不満が全体の 35.0％を占め，圧倒的に多か
った。友達との交流や授業中のやり取りをもっと増やしてほしいという要望が 13.1％，目
が疲れるのでパソコン画面から目を離す時間をそれなりに確保してほしいという要望が
10.3％と続いた。これら上位 3 つの改善点で 6 割弱を占めたことになる。 
 通信環境に関しては，学校側のサーバーを増強するか，時間割を工夫して学年ごとにオン
ライン授業の時間帯を分けてサーバーへの負荷を減らすという工夫が必要になるだろう。
ただ，生徒の自宅のネットワークに生じる不具合に関しては学校では対処できないので，生
徒が各自で自宅ネットワークに原因がないかを確認する必要もある。授業方法の工夫とし
ては，クラスメイトとの意見交換やディスカッションなどのコミュニケーションを増やす
必要がある。また，目の疲労の対策も重要である。時間割を工夫して，3 コマ以上連続でモ
ニターを注視する時間が続くという事態は避けたほうがいいかもしれない。 
 
(1)－2－5．教科別オンライン授業への親和性 
 教科別に「オンライン授業に向いていると思う」と答えた生徒の割合を，全体と学年ごと
に分けて表 5 にまとめた。表中の 50％以上を“オンライン授業に向いていると思う”として
赤字に，30％未満を“オンライン授業に向いていないと思う”として青字にした。 
 
表 5．「オンライン授業に向いていると思う」と答えた生徒の割合（％） 

 国語 社会 数学 理科 英語 音楽 美術 保体 技術 家庭 
全体 55.4 61.8 58.6 41.4 43.1 12.7 22.1 6.6 49.3 37.0 
1 年 47.4 57.1 53.4 33.8 51.9 21.1 25.6 14.3 70.7 52.6 
2 年 54.3 75.4 67.4 50.7 54.3 13.0 28.3 2.9 31.2 23.9 
3 年 64.2 52.6 54.7 39.4 23.4 4.4 12.4 2.9 46.7 35.0 
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(1)－3．まとめ 
 
 中学生はオンライン授業のわかりやすさよりも，受けやすさ（スムーズな進行や参加

しやすさなど）を重視している可能性がある。したがって，授業者は授業内容もさる
ことながら，授業の進行をスムーズにできるよう授業を設計することがより大切だと
言える。 

 内向性の高い生徒は，外向性の高い生徒よりもオンライン授業を好む。現代版の適正
処遇交互作用が確認されたと言える。誠実性の低い生徒も，おそらく外向性の高低と
は別の理由で，オンライン授業を好む傾向にある。 

 男子は 1年生がオンライン授業を最も好み，学年進行につれて対面授業を好むように
なってくる。女子は，好きでもなく嫌いでもなく，という感じで 3 年間変わらない。 

 改善点に関する自由記述から，通信環境の脆弱性がもっとも大きな不満となっている
ことがわかる。 

 単純に受験 5教科すべてがオンライン授業に向いている，あるいは実技 5教科すべて
が向いていないと思われているわけではない。 

→ 国語・社会・数学はオンライン授業向きだと思われている 
→ 音楽・美術・保健体育はオンライン授業に向いていないと思われている 
→ 理科・英語・技術・家庭は，活動や内容によりけり 

 

(2)附属小学校 4～6 年生に対する調査 

 
(2)－1．方法 
参加者 
 附属小学校 4 年生から 6 年生の児童 271 名がGoogle Formを用いたアンケート調査に参
加した。人数の内訳は，表 6のようになった。 
 
表 6．小学校 4～6年生の属性別の人数内訳 
 女子 男子 不明 合計 
4 年生 44 46 0 90 
5 年生 44 46 0 90 
6 年生 46 44 1 91 
合計 134 136 1 271 

 
調査項目 
・ 学年：4年生／5年生／6年生から選択 
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・ 性別：女子／男子から選択（※無回答可） 
・ オンライン授業についての感想：12 項目，4件法（1：あてはまらない－4：あてはまる） 

1. 家で受けたオンライン授業は，楽しかった。 
2. 家で受けたオンライン授業は，ついていくのがむずかしかった。 
3. 家で受けたオンライン授業は，つかれた。 
4. 家で受けたオンライン授業は，気楽だった。 
5. 家で受けたオンライン授業は，まじめに受けることができた。 
6. 家で受けたオンライン授業は，さびしかった。 
7. 家で受けたオンライン授業は，いそがしかった。 
8. 家で受けたオンライン授業は，集中できた。 
9. 家で受けたオンライン授業は，意見を言いやすかった。 
10. 家で受けたオンライン授業は，わかりやすかった。 
11. 家で受けるオンライン授業が，もっと増えたらいいのにと思う。 
12. コロナでなくても，家で受けるオンライン授業があったらいいのにと思う。 

・ あなたは，学校で受ける授業とオンライン授業，どちらのほうが好きですか。1～5 のう
ちから 1 つ選んでください。ただし，1 に近いほど学校での授業が，5 に近いほどオン
ラインでの授業が好きということをあらわします。 

・ あなたがオンライン授業で良いと思ったことを，自由に書いてください。（自由記述）
※今回の報告には含めず。 

・ あなたがオンライン授業で「もっとこうしてほしかった」と思うことがあれば，自由に
書いてください。（自由記述） 

 
(2)－2．結果と考察 
 
(2)－2－1．オンライン授業についての感想 
オンライン授業を受けてみて，どのような感想を持った児童が，オンライン授業に対し肯

定的な態度を抱くようになったかを分析するために，オンライン授業についての感想 12項
目を用いた共分散構造分析を実施した。この分析を通して，オンライン授業のどのような側
面を意識して授業を設計・実施すれば，児童のオンライン授業への前向きな態度を引き出す
ことができるかのヒントを得られるだろう。 
中学生での分析と同じように，オンライン授業の体験に対する認知的満足感（学習効果の

実感）と情動的快適さ（参加しやすさ・情緒的障壁の少なさ）が，それぞれオンライン授業
の機会増加への期待（将来のオンライン授業へのモチベーション）に影響を与えているとい
う仮説を立てた（図 1）。 
 仮説モデルの各種係数と適合度を計算した結果，相関係数および標準偏回帰係数は図 6の
ようになった（潜在因子から各項目への係数は省略）。適合度は，χ2(51)/df = 3.30，GFI = 
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0.902 (AGFI = 0.850)，CFI = 0.881，RMSEA = 0.092，AIC = 222.15 で，モデルが適切だ
とは言えない結果だった。そこで，12 項目の探索的因子分析（最尤法，直接オブリミン回
転）を行い，その結果にもとづいてモデルを修正した。 
 

 
図 6．仮説モデルの分析結果（小学 4～6年生） 

 
探索的因子分析の結果，「ついていくのがむずかしかった」が情動因子に大きな負荷を持

つことが判明した。「気楽だった」はどちらの因子にも 0.40を超える負荷を持たなかったた
め，モデルに含めないこととした。「楽しかった」は認知因子に大きな負荷を持ったが，情
動的な意味も多分に含んでいると考えられるため，両方の因子の影響を受けるよう，中学生
の修正モデルにならい，図 7のようにモデルを組みなおした。 
修正モデルを計算した結果，相関係数および標準偏回帰係数は図 7 のようになった（潜

在因子から各項目への係数は省略）。適合度は，χ2(49)/df = 2.24，GFI = 0.943 (AGFI = 
0.906)，CFI = 0.944，RMSEA = 0.068，AIC = 141.57 で，最初の仮説モデルよりも改善さ
れており，ある程度満足のゆく適合度が得られた。 
 

 
図 7．修正モデルの分析結果（小学 4～6年生） 
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「効果の認知」が「楽しい」という感情につながり，それが今後のオンライン授業増加の
期待に影響していた。また，「情動的反応」も弱くはあるが，期待に影響していた。小学生
（4～6 年生）は，積極的に参加でき，理解しやすいオンライン授業を楽しいと感じている
ことが示唆された。情動的なネガティブ要素の少なさよりも，認知的にわかりやすい授業が
将来のオンライン授業への期待（＝モチベーション）を生み出すことがわかった。 
 
(2)－2－2．オンライン授業への好意度の発達的変化 
 学年あるいは性別によって，オンライン授業への好意度に変化がみられるかを検討した。
この分析から，オンライン授業を好きな児童／それほど好きでない児童の属性が明らかに
なるだろう。オンライン授業への好意度が高い児童には積極的にオンライン授業を展開し，
逆にオンライン授業への好意度が低い児童たちには，なるべく対面授業を実施したほうが
学習へのモチベーションも上がると考えられる。 
  

 
図 8．小学校高学年のオンライン授業への好意度の平均値 

エラーバーは 95％信頼区間 
 
学年と性別ごとのオンライン授業に対する好意度の平均値を図 8 に示した。好意度の平

均値に対して，学年（4／5／6 年生）と性別（女子／男子）を参加者間要因とした，2要因
参加者間 ANOVAを実施した。その結果，学年の主効果が有意だったが（F (2, 264) = 12.77, 
p < .001），性別の主効果は非有意だった（F (1, 264) = 1.38, p = .241）。また，交互作用が
有意だったので（F (2, 264) = 6.71, p = .001），単純効果の検定を行ったところ，6年生の
男子は 4 年生と 5 年生の男子，および 6 年生の女子よりもオンライン授業への好意度が有
意に高いことがわかった。また，4年生は男女ともに 95％信頼区間の上限が 3.0を超えなか
ったことから，オンライン授業よりもどちらかというと対面授業を好む傾向にあることが
示唆された。 
全体的には，学年進行にともなって，オンライン授業への肯定的評価が強くなっていた。
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6 年生男子はオンライン授業を好むことがわかった。ところが，4 年生と 5 年生の男子は，
オンライン授業への好意度がそれほど高くなかった。女子は 4 年生から 6 年生の 3 年間を
通して，オンライン授業への好意度に有意な変化はみられなかった。6年生男子がオンライ
ン授業を好むのは，通常授業とは異なる新規な状況を好んだり，パソコンやスマホなど ICT
に強い興味を持つようになったりするからかもしれない。 

 
(2)―2－3．改善点に関する自由記述 
改善点に関する自由記述は以下の方法で分類した。まず，無回答や「特になし」を除き，

1 人で複数回答は別々の回答に分けた。全部で何個の意見が出たかをカウントした結果，の
べ 162 個の意見があった。全意見の 20％（32個）を無作為抽出し，それを教育心理学専攻
の学生 2人が KJ法的な方法で分類した。その結果，7 個のカテゴリが見つかった。その後，
分類を行った学生 2 人がそれぞれ，162 個すべての意見をカテゴリ分けした。2人のカテゴ
リが一致しなかった箇所は，合議のうえ一致させた。「その他」として分類された意見の中
にも，ある程度のまとまりで分類できるカテゴリが 1 つあったので，調査者がそれを独立
したカテゴリとし，最終的に「その他」を含む合計 9個のカテゴリとした。最終的な分類結
果を表 7にまとめた。それを円グラフにすると図 9 のようになった。 
 
表 7．改善点に関する自由記述の分類結果（小学 4～6 年生） 

カテゴリ 意見数 ％ 
 話し合いや交流を増やしてほしい 40 24.7 
 通信環境（音声・画像など）への不満 37 22.8 
 教師の指示の出し方・授業方法 31 19.1 
 ほかの児童の態度 14 8.6 
 板書について 9 5.6 
 対面がよかった授業がある 6 3.7 
 オンライン授業時数を増やしてほしい 6 3.7 
 目や腰の疲れ 4 2.5 
 その他 15 9.3 

 
最も多かった指摘は，「友達との話し合いや交流を増やしてほしい」で 24.7％，続いて「映

像や音声の乱れ，タイムラグなどの通信環境への不満」が 22.8％，そして「教師の指示の出
し方や授業の方法」が 19.1％で，これら上位 3 つの改善点で 3 分の 2 を占めていた。通信
環境に関する不満とクラスメイトとの交流の増加への要望については，中学生でも同じく
多く挙がっていた。授業の方法に関する要望では，「わかりやすくしてほしい」「もっと楽し
くしてほしい」といった漠然としたもののほかに，「質問する時間を作ってほしかった」「み
んなが授業についていけているのか確認してほしい」という理解のための時間の確保に関
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するものや，「自習の時間を減らしてほしい」といった自習に関するもの，ミーティング機
能の操作に関する要望などがみられた。 

 

 

図 9．改善点に関する自由記述の分類結果（小学 4～6 年生） 
  
(2)－3．まとめ 
 
 小学校高学年児童は，オンライン授業の学習効果の実感が「楽しい」という感想につ

ながり，それが将来のオンライン授業に対する前向きなモチベーションとなっている。
また，オンライン授業の受けやすさ（情動的側面）もモチベーションに多少なりとも
影響を与えている。 

 学年が上がるにつれてオンライン授業への肯定的評価が増えていた。6 年生男子がも
っともオンライン授業を好んでいた。 

 改善点の指摘では，話し合いやチャットによって他児童との交流を増やしてほしいと
いう要望と，通信環境と教師の授業の方法への不満が多かった。 

 

(3)附属小学校 1～3 年生に対する調査 

 
(3)－1．方法 
参加者 
 附属小学校 1 年生から 3 年生の児童 279 名が，調査用紙に記入する形のアンケート調査
に参加した。その中で，回答に欠損値のなかった 270 名のデータを分析した。人数の内訳
は，表 8のようになった。 
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表 8．小学校 1～3年生の属性別の人数内訳（括弧内は欠損値のない人数） 
 女子 男子 不明 合計 
1 年生 47 （44） 49 （47） 0 96 （91） 
2 年生 46 （46） 45 （42） 0 91 （88） 
3 年生 47 （47） 45 （44） 0 92 （91） 
合計 140 （137） 139 （133） 0 279 （270） 

 
調査項目（実際の質問紙は図 10 を参照） 
・ 学年 
・ 性別 
・ オンライン授業についての感想：12 項目，4 件法（「はい」「どちらかといえば，はい」

「どちらかといえば，いいえ」「いいえ」）※小学校 2年生以上で学習する漢字にはルビ
を振った。また，例示として「カレーライスが好きだ」という項目を設けた。 

1. 家でうけたオンライン授業は，楽しかった。 
2. 家でうけたオンライン授業は，ついていくのがむずかしかった。 
3. 家でうけたオンライン授業は，つかれた。 
4. 家でうけたオンライン授業は，気楽だった。 
5. 家でうけたオンライン授業は，まじめにうけることができた。 
6. 家でうけたオンライン授業は，さびしかった。 
7. 家でうけたオンライン授業は，いそがしかった。 
8. 家でうけたオンライン授業は，集中できた。 
9. 家でうけたオンライン授業は，意見を言いやすかった。 
10. 家でうけたオンライン授業は，わかりやすかった。 
11. 家でうけるオンライン授業がもっとふえてほしいと思う。 
12. コロナがなくても，家でうけるオンライン授業があったらいいのにと思う。 

・ あなたは，学校で受ける授業とオンライン授業，どちらのほうが好きですか。下のめも
りに，1つだけ〇をつけてください。 

 
(3)－2．結果と考察 
 
(3)－2－1．オンライン授業についての感想 
 「はい」を 4，「どちらかといえば，はい」を 3，「どちらかといえば，いいえ」を 2，「い
いえ」を 1 として以下の分析を行った。 
オンライン授業を受けてみて，どのような感想を持った児童が，オンライン授業に対し肯

定的な態度を抱くようになったかを分析するために，オンライン授業についての感想 12項
目を用いた共分散構造分析を実施した。この分析を通して，オンライン授業のどのような側
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面を意識して授業を設計・実施すれば，児童のオンライン授業への前向きな態度を引き出す
ことができるかのヒントを得られるだろう。 
中学生での分析と同じように，オンライン授業の体験に対する認知的満足感（学習効果の

実感）と情動的快適さ（参加しやすさ・情緒的障壁の少なさ）が，それぞれオンライン授業
の機会増加への期待（将来のオンライン授業へのモチベーション）に影響を与えているとい
う仮説を立てた（図 1）。 
 仮説モデルの適合度を計算した結果，相関係数および標準偏回帰係数は図 11 のようにな
った（潜在因子から各項目への係数は省略）。認知と感情の 2 つの因子から期待因子に対す
る標準偏回帰係数はどちらも非有意となった。適合度は，χ2(51)/df = 2.37，GFI = 0.925 
(AGFI = 0.886)，CFI = 0.867，RMSEA = 0.071，AIC = 174.84で，あまり適切なモデルだ
とは言えなかった。そこで，12 項目の探索的因子分析（最尤法，直接オブリミン回転）を
行い，その結果にもとづいてモデルを修正した。 
 

 
図 10．小学生 1～3 年生用の質問紙 
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図 11．仮説モデルの分析結果（小学 1～3年生） 

 
 探索的因子分析の結果，「さびしかった」が認知・感情のどちらの因子にも負荷を持たな
かったことから，分析に含めないこととした。また，「ついていくのがむずかしかった」は
情動因子に大きな負荷を持つことがわかったため，情動因子の項目とした。「楽しかった」
は認知因子に分類されたが，情動的意味も含んでいると考えられるため，認知・感情のどち
らの因子からも影響を受けるようモデルを修正した。修正モデルを図 12 に示した。 
 

 
図 12．修正モデルの分析結果（小学 1～3年生） 

 
 修正モデルを計算した結果，相関係数および標準偏回帰係数は図 12 のようになった（因
子から各項目への係数は省略した）。モデル適合度は，χ2(39)/df = 1.50，GFI = 0.962 (AGFI 
= 0.935)，CFI = 0.961，RMSEA = 0.043，AIC = 112.62 で満足のゆく適合度を示し，仮説
モデルよりもかなり改善されたと言える。 
小学校高学年（4～6 年生）や中学生と同じく，オンライン授業における学習効果の認知

が「楽しい」という感想につながり，それが今後のオンライン授業への期待に有意に影響し
ていた。しかしながら，小学校高学年や中学生とは異なり，オンライン授業における情動的
経験は今後の期待に有意な影響を与えていなかった。 
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(3)－2－2．オンライン授業への好意度の発達的変化 
 学年あるいは性別によって，オンライン授業への好意度に変化がみられるかを検討した。
「学校での授業が好き」を 1，「オンライン授業が好き」を 5 とする 1 から 5 までの数値を
割り当てて分析を行った。したがって，5に近いほどオンライン授業を好意的にとらえてい
るということになる。 
学年と性別ごとのオンライン授業に対する好意度の平均値を図 13 に示した。好意度の平

均値に対して，学年（1／2／3 年生）と性別（女子／男子）を参加者間要因とした，2要因
参加者間 ANOVAを実施した。その結果，学年の主効果は有意だったが（F (2, 264) = 2.46, 
p = .087），性別の主効果は有意だった（F (1, 264) = 10.53, p = .001）。また，交互作用が有
意は非有意だった（F (2, 264) = 1.05, p = .353）。 
これらの結果から，男子のほうが女子よりも全体的にオンライン授業を好むということ

が明らかになった。また，女子はどの学年も 95％信頼区間の上限が 3.0 を超えていないこ
とから，オンライン授業よりもむしろ対面授業を好むと考えられる。 

 

 
図 13．小学校低学年のオンライン授業への好意度の平均値 

エラーバーは 95％信頼区間 
 
(3)－3．まとめ 
 
 小学校低学年の児童は，学習効果の認知が楽しいという感想につながり，それが今後

のオンライン授業への期待へと影響していた。オンライン授業に対する情動的な反応
は今後の期待にほとんど影響していなかった。 

 小学校低学年では，男子のほうが女子よりもオンライン授業に好意的だった。女子は
どちらかというと対面授業のほうが好きな児童が多いかもしれない。 
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(4)総合考察 

 
 本調査をとおして最も興味深かった発見のひとつは，オンライン授業に対する感想のど
の側面が，将来のオンライン授業に対する期待やモチベーションに影響を与えていたかが，
発達段階によって変化するということである（図 14）。小学校低学年（1～3 年生）では，
「わかりやすい」「集中して受けられる」といった“学習効果の認知”が，オンライン授業は
「楽しい」という感情と結びつき，それが将来の“オンライン授業への期待”に寄与していた。
小学校高学年（4～6 年生）では，低学年と同じように“学習効果の認知”と「楽しい」との結
びつきが見られた一方で，オンライン授業は「疲れる」「忙しい」といった“情動的な感想”
も“オンライン授業への期待”に影響を与えていた。そして中学生になると，“学習効果の認
知”と“情動的な感想”の両方が「楽しい」という感情と関連し，さらに“情動的な感想”は直接
“オンライン授業への期待”に寄与していたことから，オンライン授業の快適さやスムーズさ
といった情動的な側面の重要性が増していることが示唆された。 

 

 

 
図 14．経験から期待への影響の発達的変化（実線が影響あり，点線が影響なし） 
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 もうひとつの興味深い知見は，オンライン授業に対する好意度の発達的変化である（図
15）。小学校低学年では，男子のほうが女子よりもオンライン授業を好んでいたが，女子は
対面授業を好んでおり，全体としては対面授業のほうが好ましい児童が多いようであった。
小学校高学年になると，4年生は対面授業のほうが好ましいと考えているようだが，5年生，
6 年生と学年が進行するにつれてオンライン授業への好意度は上昇し，特に 6年生男子は他
の属性の児童に比べてオンライン授業を非常に好むことがわかった。そして中学生になる
と，中学 1 年生の男子が最もオンライン授業に好意的だが，学年が進むにつれてその傾向
は低下することがわかった。 
 

 
図 15．オンライン授業への好意度の学年進行による変化 

1 に近いほど対面授業を，5に近いほどオンライン授業を好む 
中学生は 7 段階で尋ねたため，5/7 をかけて 5段階に合わせた 

 
 本調査を通して，児童生徒のオンライン授業へのモチベーションを向上させるために必
要な要因が発達段階に応じて変化することや，オンライン授業に食いつきのよい児童生徒
の属性と性格特性が明らかになった。また，自由記述からは，小中学校のどちらでも，ネッ
トワーク環境の整備（あるいはネットワークに負荷をかけない時間割の設計）と，授業参加
者同士のコミュニケーションを増やす授業上の工夫が急務だということが浮き彫りとなっ
た。本調査はあくまでオンライン授業における児童生徒の心の動きの基本的特徴を明らか
にすることが目的であり，どのようなオンライン学級運営やオンライン授業を行うべきか
に言及することは意図していない。実際の授業をどのように開発・展開するかは，教師一人
ひとりの試行錯誤と独創的な工夫に委ねられている。今回の分析によって得られた基礎的
データが，これからの日本の学校の授業やカリキュラムを考えていくうえでの何かしらの
ヒントになれば幸いである。 
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 ２．２．保護者対象調査について 

木村 国広， 加納 暁子， 吉良 史明 
【オンライン授業実施までの経緯】 
＜小学校：８月３１日保護者宛通知より＞ 
・県内の新型コロナウイルス感染が拡大しております。そのような現状を受け，長崎大
学と協議した結果，長崎県独自の緊急事態宣言が終わる９月６日（月）まで，「オンラ
イン授業」に変更し，登校を控えることにしました。 
※９月１日（木）から４日間 
・「オンライン授業」に伴いまして，ネット環境が整っていない御家庭に対して， 「Wi-
Fi ルーター」をお貸しいたします。ただし，「Wi-Fi ルーター」に必要な「SIM カード」
につきましては，御家庭での負担とさせていただきます。貸し出しについてのお問い合
わせは，教頭までお願いいたします。 
・仕事やネット環境等の都合で，御家庭での「オンライン授業」ができない場合は，登
校して，校内で「オンライン授業」を行うなどの対応をいたします。学校での対応を御
希望される場合は，学校へ御連絡ください。 
 
＜中学校：８月３０日保護者宛通知より＞ 
・８月１９日には，県内の感染状況を示すステージが５に引き上げられ，県独自の緊急
事態宣言が発令され，さらに，２５日にはまん延防止等重点措置区域の指定と同宣言の
延長が発表されました。これらに伴い，８月２３日にメールにてお知らせしましたが，
感染拡大防止と学びの保障の観点から，９月１日（水）から９月６日（月）の間，生徒
は登校せずオンライン授業を行うことといたしました。 
・オンライン授業についての手順や留意点は，３１日に生徒に文書を配付して説明しま
す。平日の午前８時２０分には，Google Classroom に入り，出欠や本日の予定を確認し
ます。万一，体調が悪く参加できない場合は，午前８時２０分までに学校に電話連絡く
ださい。  
・御家庭での接続に係り，自宅の Wi-Fi 接続環境を確認の上，３１日下校後，学校から
持ち帰ったＰＣで上記 Classroom に接続できることを御確認ください。 
 
＜小学校：９月２日保護者宛メールより＞ 
・オンライン授業に決定した意図は，長崎県独自の緊急事態宣言が終わる６日（月）ま
で「人との接触を避けるため」です。Wi-Fi 環境や家庭の都合で，学校でのオンライン
授業を受けるお子様がいらっしゃいますが，連絡をせずに登校させたり，友達がいるか
らという理由で登校させたりすることがないようお願い申し上げます。 
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＜小学校：Wi-Fi ルーター貸し出しの状況及び登校者数＞ 
・Wi-Fi ルーター貸出数：２５台 
・登校児童数：初日５６２名中６７人→徐々に減少した 
 
＜中学校：Wi-Fi ルーター貸し出しの状況及び登校者数＞ 
・Wi-Fi ルーター貸出数：８台 
・登校生徒数０人 
 
【今回のオンライン授業の趣旨】 
・上記の内容から，今回は，長崎県独自の緊急事態宣言のもと，感染予防対策の一環と
して，また子どもの学びを止めないための，対面授業が実施できないときの代替措置と
してオンライン授業が行われた。 
・オンライン授業の環境が整わない児童生徒への対応も適切に行われた。 
 
【オンライン授業の実施状況※１日当たり】 
小学校：全５時間中２時間実施 
中学校：全５～６時間中３～４時間実施 
 
【アンケート項目】 
・以下の質問項目について，調査が行われた。 
・調査の方法は，Webフォームによるオンライン調査であった。 
・回答は，４件法（１．あてはまらない，２．ややあてはまらない，３．ややあてはま
る，４．あてはまる）とした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

質問１ オンライン授業には，メリットがあった。  ※３or４の理由 
質問２ オンライン授業には，デメリットがあった。 ※３or４の理由 
質問３ オンライン授業に，子どもは集中していた。 ※３or４の理由 
質問４ オンライン授業に，子どもは疲れていた。  ※３or４の理由 
質問５ オンライン授業の際，家庭で困ったことがあった。 ※３or４の理由 
 
 ※３：ややあてはまる 
 ※４：あてはまる 
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【アンケート結果】 
 アンケートの回答数は，小学校 330 件（児童数 562名），中学校 260件（生徒数 424
名）でした。このうち，11 件は小学校と中学校の両方に該当する保護者でした。 
 
※アンケート結果のグラフ化においては，すべての質問が「値が大きいほど肯定的な評
価」となるよう，質問２，４，５は１～４の選択肢の値を逆転させています（逆転処理）。
逆転処理したグラフには（逆転）と記載しています。 
 
 
質問１ オンライン授業には，メリットがあった。 
質問１（理由等）3:ややあてはまる，4:あてはまる に回答された場合，その理由を教
えて下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
・オンライン授業に対して，小学校の保護者の約 89％（293/330），中学校の保護者の
約 93％（239/256）が，肯定的な回答（３または４の回答）をしている。 
・保護者の多くが，今回のオンライン授業の趣旨及び内容に理解を示している。その割
合は，中学校がより高い。 
・一方，「親不在に心配を感じた」「休校が長く続くと学年が上がるにつれ学習に遅れが
出るのではと不安がある」「他の小中学校が対面授業をしている中，附属だけオンライ
ン授業をしても市内や県内の感染防止対策としてメリットがあるかどうかと考えると
少し疑問が残る」「台風などで休校になった場合も実施してもらいたい」など，家庭状
況や休校が続くことへの不安，地域の実態や他の休校場面への対応等に関する記述もみ
られた。 
 
＜肯定的回答の理由例：自由記述＞ 
〇感染予防対策に関して 
・感染症の観点から，子供の安全と学習の保障が守られていてよかった。（小） 
・コロナ感染への不安を取り除き，学習を進められたから。（小） 
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・緊急事態宣言中だったのでコロナ感染リスクを減らすことが出来て，親子共々不安材
料が減らせたから。（中） 
・登校による感染リスクや台風時登下校のリスクを回避出来た。（中） 
 
〇授業実践に関して 
・学校に行けない場合，休校ではなく，オンライン授業という選択ができることは，子
供達には必要なことであり，有事の際も教育を受けられるという安心感があります。（小） 
・生活リズムが作れてよかったです。そばで授業を聞くことができ，授業内容の理解で
きてない部分を個別にサポートすることができました。（小） 
・ちゃんと授業になっていた。病欠や不登校でも体調さえ良ければ受けられるようにな
るととても良いと思う。（中） 
・学校で受ける授業と，ほとんど変わらないくらいわかり易く，なんら支障は無かった
と，本人が言っていたから。（中） 
〇オンライン授業に関して 
・低学年でもオンラインで授業が成立することがわかった。（小） 
・高学年になると自分でパソコンを操作し，ある程度のトラブルも解決できるので，学
校で対面授業を受けているのとあまり変わらないように思えました。（小） 
・もちろん対面が一番ですが，これからオンラインが増えていく社会になると思います
ので，慣れておくためにも，自分でどのように勉強するか考えるためにもいい機会であ
ったと思います。（中） 
・昨年より早い段階で準備をしていただいたおかげで，子供たちもこの時代の状況に対
応できスムーズにオンライン授業が出来ていたように思います。（中） 
〇その他 
・登校できない人も授業がうけれる。また，マスクなしで表情がみえた。（小） 
・通学時間がかからないので，その分時間を有効活用できました。（小） 
・表情を確認しながら出来るところが，心の面で安心材料となった。（中） 
・いろんな状況に柔軟に対応できることは大切だと思います。（中） 
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質問２ オンライン授業には，デメリットがあった。 
質問２（理由等）3:ややあてはまる，4:あてはまる に回答された場合，その理由を教
えて下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
・オンライン授業に対して，小学校の保護者の約 53％（174/330），中学校の保護者の
約 39％（102/260）が，「デメリットがあった」との回答（３または４の回答）をして
いる。 
・オンライン授業の趣旨に理解を示した保護者にあってもデメリットを感じていた。小
学校にその傾向が高い。 
・オンライン環境や授業方法，対面授業の必要性や健康不安，家族の負担等に関する記
述がみられた。 
 
＜デメリットの内容例：自由記述＞ 
〇小学校：質問１で「３」「４」と回答 
・小学生の子供一人ではネット接続のトラブルや先生の指示（ノートの写真をアップロ
ード）に対応できず，パニックになってしまっていた。 
・全員のネット環境が良いとは言えないので途中で中断してしまう事もあった。 
・対面でないとできない科目もある。オンライン環境を整えるのに最初は戸惑った。 
・出欠確認など授業じゃないところに時間がかかっているようにみえました。 
・画面を注視するので，視力への影響がありそうだと感じた。 
・登校しないので，外に出る事がなくなって体力が落ちた。 
・発言の回数が減ってしまったり，通常の授業に比べて子供の理解度が下がったりする
のではないかという点が気になる。 
・間違っていても気づかれない。 
〇小学校：質問１で「１」「２」と回答 
・１年生のため一人で家でオンライン授業という訳にはいかず，誰か家にいなければな
らないのが困った。本人も友達と会えず憂鬱な日々だった様子だった。 
・黒板を写す範囲が小さかったりしてノートに写しにくかったり，子供達が写し終わら
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ないうちに先に進んだりと子供達の把握が難しそうでした。 
・兄弟３人がそれぞれに家でオンラインとなると場所の確保も難しく，母親の家事や仕
事も思うようにすることができず，家庭への負担が大きいと感じたので。 
〇中学校：質問１で「３」「４」と回答 
・違うことをしててもわからないから。話を聞いていないこともあった。 
・聞き逃してしまうことが度々あり，友達に確認するなどが気軽にできない。先生へ確
認も逃してしまう。 
・オンラインとしての，授業の見せ方，取り組ませ方の工夫を，さらに充実させてほし
いです。 
・やはり，リアルで議論することが出来ず，理解力や発言力の低下に繋がるのでは。 
・オンライン授業が数日続くと学友に会えないストレスがあると感じました。 
・学習は出来ても，人との関わりがやはり大切。 
・時々は良いと思いますが，オンライン授業が続くと，子どもの精神面や体力面では悪
影響を及ぼすのではないかと思います。 
・家族が邪魔にならないように静かにしておく，家族が画面にうつらないように，など
の配慮をしないといけない。 
〇中学校：質問１で「１」「２」と回答 
・音声などの確認などのため，すぐに授業には入れず，ロスタイムがあった。１日，三
時間しかない授業でしたが，目が痛い，頭がいたいと疲れていました。附属中は，生徒
で授業をつくるという特色があるようですが，オンラインでは全く見受けられませんで
した。 
・パソコン画面に前かがみの姿勢が続くので，1コマの中盤で起立しストレッチするタ
イムを設けて欲しいと感じた。併せて，体育の時間が無いのでリモート授業の期間には
個人で意識的に体を動かさなければならないな，と感じた。 
・パソコンがおもちゃになっておりネット依存になっていた，一日中パソコンが気にな
りソファから動かなかった。授業中も他の画面を開いていたりした。 
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質問３ オンライン授業に，子どもは集中していた。 
質問３（理由等）3:ややあてはまる，4:あてはまる に回答された場合，その様子を教
えて下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
・オンライン授業に対して，小学校の保護者の約 84％（276/330），中学校の保護者の
約 84％（219/260）が，「集中していた」との回答（３または４の回答）をしている。 
・保護者の約 8割以上が，オンライン授業における子どもの学びぶりを肯定的にとらえ
ている。 
・一方，「慣れてきたら集中力がなくなってた」「対面よりは集中に欠けていたと思いま
すが，１年生にとって適切な授業コマ数で，比較的集中していたと思います。もし２コ
マ続いていたら集中するのは無理だったかもしれません」「家族がまわりにいるとそっ
ちにも目が行くことがあるため」「途中，電話やインターフォンのチャイムに反応して
しまう。勉強部屋は Wi-Fi の電波が途切れるのでどうしてもリビングですることになる
ので」「今後またこのような機会がある際には，環境作りに配慮が必要だと感じました」
など，発達段階に応じたオンライン授業の適正数や家庭での学習環境等に関する記述も
みられた。 
 
＜集中している様子の例：自由記述＞ 
〇小学校 
・初めてのオンライン授業で興味津々だった。 
・朝起きてから，授業が始まるのをとても楽しみにしていて，授業中も友達や先生の声
を聞きながらとても集中して授業に参加しているように見えた。 
・先生方が試行錯誤し，質の高い授業をしてくださったお陰で教室にいるのと変わらな
い様子で授業を受けることができていました。 
・オンラインであっても，普段通りの授業態度だった。 
・挙手をして発表もできるため，集中して何を言おうか考えたり，ノートに書いたりし
ていました。 
・普段から自分たちで授業を進める事に慣れているためか，積極的な発言やコミュニケ
ーションをとっている姿が見られた。 
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・隣についていなくとも，時間を守りきちんと 1人で集中して取り組めていた。 
・休み時間はオフにでき，オンオフのメリハリがつき，リラックスできるため。学校で
は，集団行動なので，必ずしも，休息がとれているとは限らない。 
・回線が途切れることがなければ，予想外に集中して取り組むことができていた。自習
タイムもきちんと取り組んでいた。 
・日を追うごとに，メリハリがつき，レクチャーがある時と自主学習の時と，それぞれ
に楽しんだり集中したり出来るようになりました。 
〇中学校 
・普段と同じように授業にのぞんでいるように見受けられた。 
・発表もしているようでしたし，取り組んでいる姿勢からそのように感じた。 
・自分も見られているという意識があるため，集中力が続いたようでした。 
・真剣に画面をみていた。音楽の授業でもしっかりと歌っていた。 
・美術の授業でも先生の指導のもと集中して絵を描いたりしていたので。 
・1 人で集中して，時間も考えて準備したり，良い経験だったと思います。 
・授業によっては，出された課題が終わり次第，退出可能のものもあったので，集中し
ていたと思う。 
・授業中は自分の部屋にこもっていたので，様子は分からないが，休み時間には部屋か
ら出て来たりしていたので，集中はできていたのではないかと思います。 
・自分でパソコンが管理できるよう教育していただいているので親のサポートも不要
で自室で最後まで自分で完結できていたようです。 
・初めてのオンライン授業だったので，緊張感を持って取り組めていたと思う。ただ，
これが何週間と長く続いていく場合，慣れから集中力がなくなることもあるのではない
かと思った。 
 
 
質問４ オンライン授業に，子どもは疲れていた。 
質問４（理由等）3:ややあてはまる，4:あてはまる に回答された場合，その様子を教
えて下さい。 
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・オンライン授業に対して，小学校の保護者の約 19％（63/330），中学校の保護者の約
25％（66/260）が，「疲れていた」との回答（３または４の回答）をしている。 
・約 20％の保護者がオンライン授業に対する子どもの疲れを感じている。 
・対面授業との比較で，オンライン授業の方が疲れる等との記述もみられた。 
 
＜疲れている様子の例：自由記述＞ 
〇小学校 
・緊張と画面を見る事によって，目が疲れた。 
・頭痛がしたり，学校より眠気がして疲れたと言っていました。 
・慣れない自宅の机で，パソコンのみに集中していたからか，珍しく「腰が痛い」と言
っていた。 
・ずっと同じ姿勢で画面をみることに疲れていた。お友達の発表なども聞き取りづらそ
うだった。 
・先生のみでなく，画面上の数人のお友達の画面も見ながら受講していたためか，普段
の授業より疲れがみられた。 
・小さなモニターで生活などの録画視聴しているとき。 
・先生の書くボードの文字が見えにくく板書が難しかった。目が疲れる，肩が凝る，頭
が痛い，目が痛いと時間が増えると不調を訴えることが多かった。 
・画面上で話したり，PC操作の時間が長かったことが影響したのか疲れていたようです。 
・まわりと少しちがうだけで不安になる性格なので，はじめの２日ほどは操作がみんな
と同じようにできているのか，不安に感じて，ひどく緊張していた様子です。 
・子供達が学校での授業の方が良いと言っていました。 
〇中学校 
・中学校は時間が長かった為，目は疲れているようだった。 
・目が乾燥したそうです。 
・眼精疲労と肩こり。 
・パソコンを長時間見続けるのは，負担だったようで，お昼には，目が痛い，目が疲れ
たなどと，身体的疲れを訴えてました。これが，六時間オンラインによる授業だったら，
一週間元気に過ごすことは出来ないだろうなと思いました。 
・慣れないオンラインで少し緊張していたことが疲れにつながったような気がします。 
・1 日中はきつそうだった。 
・一方的な授業が長く，パソコンを長時間使うため疲れていた。 
・美術や体育など，実践的なものがあまり出来ず，飽きがくる。オンラインで体育など，
まだまだ色々検討できそうだと感じた。 
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・教室での授業よりも，先生に見られている感じがして緊張すると言っていました。 
・おんなじ授業時間なのにすっごく疲れたと話していた。 
 
 
質問５ オンライン授業の際，家庭で困ったことがあった。 
質問５（理由等）3:ややあてはまる，4:あてはまる に回答された場合，その内容を教
えて下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
・オンライン授業に対して，小学校の保護者の約 44％（144/330），中学校の保護者の
約 21％（54/260）が，「家庭で困ることがあった」との回答（３または４の回答）をし
ている。 
・オンライン授業の趣旨に理解を示した保護者にあっても家庭での困り感を感じてい
た。小学校にその傾向が高い。 
・子どもへの支援，家庭での学習環境の整備や学校での授業環境との違い，パソコンの
管理や授業以外での利用の仕方等に関しての記述がみられた。 
 
＜困ったことの内容例：自由記述＞ 
〇小学校 
・接続が切れた際の対応を自分で出来ないので，親がついて居なければいけない所が大
変だった。 
・困ったのは，保護者が仕事を休んで側についていなければならなかったことです。何
とか夫と調整して対応しました。本人は，パソコンの操作など技術的には何の問題も無
かったし，ある程度は授業に集中できていて成長を感じましたが，見守りと声かけは必
要でした。(息子の特性に対応するため) 
・親が仕事で不在の場合，何か起きても対処出来ないことが不安でした。 
・下の子が二人いるので，場所を確保しなければならなかった。 
・３姉妹，同時間帯にオンライン授業があるので，他の子のことが気にならないように，
環境を整えるのが大変だった。 
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・まだ低学年で普段はリビングで学習しており，学習机がなかったことと，下の子供も
幼稚園が休みだったためリビングでは物音がすると考え，急遽折り畳みデスクを購入し，
リビングと別室でオンライン授業が受けられるよう環境を整えた。 
・図工などの自学は家庭での準備が間に合わなかった。 
・お友達同士で毎日のようにチャットが出来るから，パソコンが気になってしょうがな
い様子。 
・ノートパソコンが重く，自宅に持って帰るだけで疲弊しきっていた。 
・祖母や他の家族も近くにいることがあり，担任に対して不満を抱くきっかけになって
しまった。特定の子しかあてない。いつも同じ子だ。 
〇中学校 
・ネット接続が不安定。写真のアップロードができない。指示された URL にアクセス
して視聴しなければならないのに，URL がどこにあるかわからず，探しているうちに
時間が経ってしまった。親が仕事で対応できないときに，子供一人ではどうにもならな
い。 
・回線が切れたり音声のトラブルがあった際に，大事な連絡事項を口頭でされる際など，
聞き漏らすなど，本人にとってストレスな場合もある。大事な連絡などは，共有ページ
などを使って欲しい。また回線が不調な際，その旨を先生に連絡できるツールがないの
も，子供にとって不安材料と感じた。 
・子供二人がオンラインを同時に行うと Wi-Fi が繋がらなくなり，ルーターを買い替
え，インターネット光の速度アップの申請を行なうことで，接続できました。繋がらな
い時は，慌てたので，事前に Wi-Fi の接続ができるかなどテストオンラインがなされる
とスムーズだと思いました。 
・小学生の兄弟もオンライン授業だったため，Wi-Fi の使える範囲で部屋を分ける必要
があった。 
・夫も私も在宅勤務，娘もリモート授業と，家庭内のＰCと Wi-Fi 使用率が高かったこ
とと，家庭内で密になってしまったこと。 
・リビングで受けていたので，映り込む事はないと分かっていても，動きや音に気を遣
いました。その点では，親の方が緊張してしまいました。 
・自宅に Wi-Fi 環境が必至なことが困りました。学校から貸し出しがなければできませ
んでした。 
・クラス担任によるかもしれませんが，課題の提出の投稿の仕方が説明されておらず，
親が調べたり，子ども同士でやり方を教えあっていました。 
・まさかの絵の具を使っての授業，心の準備が必要でした。 
・授業に参加したふりが通用していた。ネットがあるとずっとネット検索で，一日中動
かないので，授業が終わる度に Wi-Fi を切らないといけなかった。 
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・何人かでオンラインゲームの約束をしていた。 
・パソコンの破損。 
 
 
【平均評価点】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・小中学校に大きな差は認められなかったが，「オンライン授業のデメリット」と「家
庭での困り感」については，小学校の割合が中学校の割合より高い。背景には子どもの
発達段階の違いがあると考えられ，保護者からは，発達段階に即した対応や配慮が求め
られている。 
 
 
【今後の課題】 
今回は４日間のオンライン授業であったが，今後仮に長期に渡ってオンライン授業が実
施される場合には，以下の課題への対応が望まれる。 
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〇オンライン環境 
・家庭の環境格差（行政，学校，保護者が一体となった子どもの学習環境整備の必要性） 
・回線が途切れた際の手立て（トラブルシューティングマニュアルや聞き逃しても後で
自学できるような補助教材の作成等） 
〇学習内容 
・実技科目実施の困難性（学習の準備や後片付けなど家庭への負担等） 
・オンライン授業が長期に渡った際の授業内容に対する制限を補うための方法（実技や
協働学習等） 
〇学習指導 
・家庭の負担の軽減（特に小学校低学年に対する一人一人の子どもに応じた対応等） 
・子どものオンライン学習への集中力の維持（対応策としての問題解決型の PBL 学習
の推進等） 
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 ２．３．教員対象調査について 

安井 暁子， 藤井 佑介 
（１） 調査対象と調査方法 
  調査対象   附属小学校教員 25名，附属中学校教員 22名 
  調査方法   アンケート調査 
 
 19 項目の質問を実施した（表１）。１～13 は４件法（１．あてはまらない，２．やや
あてはまらない，３．ややあてはまる，４．あてはまる）で回答及びその理由を記述し
た。14～19は自由記述とした。 
 

表 2.3.1 教員対象調査における質問項目 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ オンライン授業でもねらいは達成できた  ※➃or③の理由 
２ オンライン授業でも実施可能な教科（内容）がある  ※①or②の学年と理由 
３ オンライン授業には不向きな教科（内容）がある  ※①or②の学年と理由 
４ オンライン授業では、コロナ禍で制限されている活動（ペア、グループ）がで

きた 
５ オンライン授業の特性を考慮して単元設定した  ※①or②の内容 
６ 同一内容の授業を複数回実施するうえで、工夫を重ねた。  ※①or②の内容 
７ オンライン授業では、チャット機能が活用できた。  ※①or②の活用場面 
８ オンライン授業には実施が困難な学習形態がある  ※①or②の学年と理由 
９ オンライン授業は準備が大変である  ※①or②の学年と理由 
10 保護者から質問があった  ※①or②の理由 
11 保護者から苦情があった  ※①or②の理由 
12 オンライン授業はストレスになった  ※①or②の理由 
13 オンライン授業は必要である  ※①or②の理由 
14 オンライン授業の設計で工夫点，留意点 
15 オンライン授業の実施で必要な知識 
16 オンライン授業中，児童・生徒とのコミュニケーションで工夫した点，留意点 
17 オンライン授業中，児童・生徒の学習成果に対するフィードバックで工夫点，

留意点 
18 オンライン授業中，児童・生徒に学習内容を分かりやすく伝えるための工夫点，

留意点 
19 オンライン授業時の学習評価を行う際の工夫点，留意点 
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（２）附属小学校に関する結果と考察 
１～13 の質問に対して逆転処理を行い肯定的に答えた質問と否定的に答えた質問を

平均評価点として示した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.3.1 平均評価点（小学校） 
 
評価点が 3 以上で肯定的に答えた項目 
１ ねらいの達成 
２ 実施可能な教科（内容） 
11 保護者からの苦情 

評価点が 2 以下で否定的に答えた項目 
３ 不向きな教科（内容） 
４ グループ活動 
７ チャットの活用 
８ 実施困難な学習活動 

まとめ（成果と課題） 
オンライン授業では実施可能な教科（内容）もあり，ねらいは達成することができ

た。また，保護者からの苦情もなく実施することができた。これらの成果は，教師が
オンライン授業の特徴を生かした授業づくりを工夫したことや，保護者に事前に十分
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な説明が実施されたことが要因と考えられる。しかし，技能教科など実技を伴う教科
が不向きな教科（内容）として挙げられた。さらに，ペア活動やグループ活動など実
施困難な学習活動もあることが示され，チャットも十分活用ができなかったことがわ
かった。この解決が今後の課題である。 

 
１～19の質問項目について詳細に述べる。 

 
１ オンライン授業でもねらいは達成できた 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.3.2 オンライン授業でのねらい達成 
 

１「オンライン授業でもねらいは達成できた」の質問に 22 名が「あてはまる」ま
たは「ややあてはまる」と答えている。88％の教員が肯定的に回答していることがわ
かる。ねらいを達成できなかったと否定的な回答の理由として，「子どもたちと対話
が不十分」や「子どもの学習状況が見えず判断できない」または「PC 操作に不慣れ
で円滑に進められなかった」という理由が挙げられた。 

 
 
2 「オンライン授業でも実施可能な教科（内容）がある」 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.3.3 オンライン授業における実施可能教科の有無 
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２「オンライン授業でも実施可能な教科（内容）がある」については，「あてはま

る」が１１名，「ややあてはまる」が 7 名で，72％が肯定的な回答をした。可能な教
科や内容としては，国語の言語事項，算数の計算問題などが挙げられた。また，学習
場面として定着を図る場面や学習内容として知識や技能にあたる内容，学習展開とし
ては課題を共有して自力解決を行えるものは可能であるとあった。 

 
 
３ オンライン授業には不向きな教科（内容）がある  
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.3.4 オンライン授業における不向きな教科（内容）の有無 
 

３「オンライン授業には不向きな教科（内容）がある」について「あてはまる」14
名，「ややあてはまる」7名で，84％が不向きな教科（内容）があると回答している。 
教科としては，体育，図工，音楽や理科（実験）が挙げられており，他の教科でも協
働的な学びや対話的な学びを進める内容については不向きであるとの回答があった。 

 
 
４ オンライン授業では，コロナ禍で制限されている活動（ペア，グループ）ができた 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.3.5 オンライン授業においてグループ活動ができたか 
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４「オンライン授業では，コロナ禍で制限されている活動（ペア，グループ）がで

きた」については，「あてはまらない」11 名，「ややあてはまらない」10 名で，84％
がグループ活動ができなかったと回答している。 

 
 
５ オンライン授業の特性を考慮して単元設定した 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.3.6 オンラインを考慮した単元設定の有無 
 

５「オンライン授業の特性を考慮して単元設定をした」については，「あてはまる」
7 名，「ややあてはまる」7 名で，56％が考慮して単元設定をしている。 
 
各教科における具体的事例については以下の通りである。 

 
 
 
 

国語 ・国語の特質に関する事項を実施した 
・言葉や漢字についての学習を実施した 
・「ことばあそびをしよう」「なかまのことばとかん字」を集めた言葉
を発表し合う場面を多くとった。 

理科 ・「土地のつくりと変化」では，家庭にある岩石を広く採集，観察す
るようにした。 

算数 ・たし算とひき算の暗算の学習を実施した。 
社会 ・「自然災害から命を守る」学習において，調べる活動の際，情報を

提示し，選択できるようにした。 
・動画を共有して，調べ学習を行った。 
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６ 同一内容の授業を複数回実施するうえで，工夫を重ねた 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.3.7 同一内容の授業を複数回実施する上での工夫の有無 
 

６「同一内容の授業を複数回実施するうえで，工夫を重ねた」の質問については，
「あてはまる」7 名，「ややあてはまる」3 名であった。「あてはまる」を答えた理由
として，実際の授業の中で「途中から全員発言できるように変更した」や「子どもの
反応を見ながら提示する資料の数や方法を変更した」とあった。小学校では同じ内容
の授業を複数回実施することが少ないため，このような結果になったと考える。 

 
 
７ オンライン授業では，チャット機能が活用できた 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.3.8 チャット機能の活用 
 

７「オンライン授業では，チャット機能が活用できた」については，「あてはまら
ない」12 名「ややあてはまらない」7 名であった。活用できたと肯定的な回答が 6名
であった。その具体的な場面として，考えの開き合い，話合い活動場面や，自力解決
の場面で子どもが声を出せない状況下において個別対応をした事例が挙げられた。ま
た，音声や画面等の通信が不安定な際も活用できたとあった。 
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８ オンライン授業には実施が困難な学習形態がある 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.3.9 オンライン授業において不向きな学習形態の有無 
 

８「オンライン授業には実施が困難な学習形態がある」について，「あてはまる」9
名，「ややあてはまる」12 名，84％が実施困難な学習形態があると回答している。 
具体的にペアやグループでの学習形態や抽出児童のみに話しかけることに困難を感
じていると多くの教員が回答している。また，発達段階の視点から低学年や配慮が必
要な子どもの指導にも困難を感じたとある。 

 
 
９ オンライン授業は準備が大変である 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.3.10 オンライン授業での準備の大変さ 
 

９「オンライン授業は準備が大変である」については，「ややあてはまる」14 名，
「ややあてはまらない」8 名となった。「あてはまる」「ややあてはまる」を答えた理
由として，「パソコン機器の準備・操作」「児童への事前指導の徹底」「保護者への連
絡・対応」「オンライン授業の授業準備（発問，提示，展開）」に大変さを感じたと挙
げられている。 
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10 保護者から質問があった 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.3.11 保護者からの質問の有無 
 

10「保護者から質問があった」については，「ややあてはまる」6 名，「あてはまる」
4 名であった。質問内容としては，ネット環境に関するものや機器の操作についてで
あった。 

 
 
11 保護者から苦情があった 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.3.12 保護者からのクレームの有無 
 

11「保護者から苦情があった」については，「ややあてはまる」が 3 名であった。 
具体的には，パソコンの持ち帰りや操作についてであった。また，兄弟がいるところ
が，声が漏れてしまうということが挙げられた。 
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12 オンライン授業はストレスになった 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.3.13 オンライン授業におけるストレス 
 

12「オンライン授業はストレスになった」については，「ややあてはまる」７名，
「あてはまる」１名であった。主な理由としては，「通信（接続）への不安」「対面授
業との違い（授業展開，生徒との掛け合い等）」，「保護者の目」が要因として挙げら
れた。 

 
 
13 オンライン授業は必要である  
  
 
 
 
 
 
 
 

図 2.3.14 オンライン授業の必要性 
 

13「オンライン授業は必要である」については，「ややあてはまる」が 10 名，「あ
てはまる」6 名であった。あてはまる理由としては，「子どもの学びの保障できる」と
いう意見が多かった。さらに，非常事態下のみにならず，不登校や健康上の理由で登
校できない子どもへの学習保障になるとの意見もあった。 
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14 オンライン授業の企画・設計のために工夫したことは何ですか？ またその際の留
意点は何ですか？ 

 
主に次の 3 つが工夫したこととして挙げられた。 
・授業構成に関すること（教材，発問，展開，方法） 
・オンライン授業を 1日 2 時間に設定したこと 
・直接指導と間接指導のバランス（複式学級の指導） 

 
 
15 オンライン授業を行う上で，知っておかなければならない知識は何だと思います

か？ 
 

主に次の 3 点が挙げられた。 
・ネットやパソコン操作について 
・各学校で設定しているアプリの操作や活用方法 
・オンライン授業のメリット，デメリット 

 
 
16 オンライン授業中，児童・生徒とのコミュニケーションで工夫した点，留意点 
 

工夫した点として，主に次の４点が挙げられた。 
・言葉を選び，ゆっくり話すこと 
・全員の名前を呼名 
・マスクを外しての会話 
・質問タイムやチャット機能の活用 

 
 
17 オンライン授業中，児童・生徒の学習成果に対するフィードバックで工夫点，留意

点 
 

主な工夫点 
・丸のポーズなどのリアクション 
・共有ドライブ グーグルフォーム 学習成果をデータ化 
・保護者の協力 
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主な留意点 
・理解度が低い子への対応 
・低学年の児童（キーボード入力を要する課題提出ができないため） 

 
 
18 オンライン授業中，児童・生徒に学習内容を分かりやすく伝えるための工夫点，留

意点 
 

主な工夫点 
・板書の工夫や資料の精選，目的を明確にした指示， 
・プレゼンテーションの活用，資料の共有，カメラの画角に応じた板書計画， 
・留意点としては，児童生徒にどのように映っているか確認を常にする必要が
ある。 

 
 
19 オンライン授業時の学習評価を行う際の工夫点，留意点 
 

評価については，オンライン授業中とオンライン授業後に行われた。 
オンライン授業中  グーグルフォームの活用やジャムボード活用時の記録 
オンライン授業後  ノート確認や確認テスト 
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（３）附属中学校に関する結果と考察 
１～13 の質問に対して逆転処理を行い肯定的に答えた質問と否定的に答えた質問を

平均評価点として示した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.3.15 平均評価点（中学校） 
 
評価点が 3 以上で肯定的に答えた項目 
１ ねらいが達成できた 
２ 実施可能な教科（内容）はある 
10 保護者からの質問はなかった 
11 保護者からの苦情はなかった 

評価点が 2 以下で否定的に答えた項目 
３ 不向きな教科（内容） 
４ グループ活動 
８ 実施困難な学習活動 

 
まとめ（成果と課題） 

オンライン授業では授業のねらいを達成することができ，実施可能な教科（内容）
があることが示された。また，保護者からの苦情や質問は少なかったことがわかった。
これらの要因として，授業者がオンライン授業の特徴を理解し，授業の工夫や手立て
を行ったことや保護者に事前に十分な説明を行っていたことが考えられる。しかし，
技能教科等の不向きな教科（内容）やペア活動やグループ活動など実施困難な学習活
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動もあることが示され，この解決が今後の課題である。 
 
１～19の質問項目について詳細に述べる。 

 
１ オンライン授業でもねらいは達成できた 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.3.16 オンライン授業でのねらい達成 
 

１「オンライン授業でもねらいは達成できた」の質問に「あてはまる」15 名，「や
やあてはまる」に 6名が答えている。95％の教員が肯定的に回答していることがわか
る。ややあてはまらない，ややあてはまると回答した理由として，「予定より進まな
かった」ことや，「オンライン授業後の小テストの正答率が授業者の予想より低かっ
たから」と答えている。 

 
 
2 オンライン授業でも実施可能な教科（内容）がある 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.3.17 オンライン授業における実施可能教科の有無 
 

２「オンライン授業でも実施可能な教科（内容）がある」については，「あてはま
る」が 10 名，「ややあてはまる」が 11名で，95％が肯定的な回答をした。可能な教
科や内容として次の内容が挙げられた。数学科 計算問題などの技能を高める内容 
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教科を越えて，知識の伝達や定着，説明や既習事項の確認，または自己内対話が多い
ものはできるとあった。 

 
 
３ オンライン授業には不向きな教科（内容）がある  
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.3.18 オンライン授業における不向きな教科（内容）の有無 
 

３「オンライン授業には不向きな教科（内容）がある」について「あてはまる」11
名，「ややあてはまる」7名で，81％が不向きな教科（内容）があると回答している。 
技能教科や実技を伴う内容については不向きであると答えている。また，学習場面と
して対話的な活動を通して，学びを深める場面や他者と協働的に課題解決する場面に
困難を感じていると回答があった。 

 
 
４ オンライン授業では，コロナ禍で制限されている活動（ペア，グループ）ができた 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.3.19 オンライン授業においてグループ活動ができたか 
 

４「オンライン授業では，コロナ禍で制限されている活動（ペア，グループ）がで
きた」については，「あてはまらない」10 名，「ややあてはまらない」10 名で，91％
がグループ活動ができなかったと回答している。その理由として，教師の PC スキル
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の問題や設定を切り替えるための時間がかかることが挙げられた。 
 
 
５ オンライン授業の特性を考慮して単元設定した 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.3.20 オンラインを考慮した単元設定の有無 
 

５「オンライン授業の特性を考慮して単元設定をした」については，「あてはまら
ない」6 名，「ややあてはまらない」11 名で，77％が単元設定を考慮していないと答
えている。その理由として，単元構成は大きく変更することはなかったが，オンライ
ン授業に合わせて事前に資料を配付することや板書計画などの工夫を行ったことが
挙げられた。 
 
具体的事例は以下の通りである。 

 
数学科 ２次方程式の解き方 

１次方程式 
国語科 動詞の活用 

板書計画をオンライン仕様に計画し，それに合わせたワークシー
トを作成して，あらかじめ配布していた。 

単元「文学の楽しみ」 
全体で学習したことをまとめるといったような，個人で進められ
るような課題を設定した。例えば，全体の場で，一斉に作品を読ん
で，課題について交流したあと，「あらすじをまとめる。」「作品の
良さをまとめる。」など，個人でじっくり取り組む活動を設定した。 

家庭科 幼児の遊び   
食品の購入   
前半で知識を教え，後半で活用して課題が解決できるようなもの
にした。 
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６ 同一内容の授業を複数回実施するうえで，工夫を重ねた 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.3.21 同一内容の授業を複数回実施する上での工夫の有無 
 

６「同一内容の授業を複数回実施するうえで，工夫を重ねた」の質問については，
「あてはまる」7 名，「ややあてはまる」8 名であった。具体的な工夫として，学習内
容の見せ方や提示方法，時間配分が多く挙げられている。さらに，１回目の授業で事
前配付の学習プリントを紛失した生徒がいたため，2 回目以降はプリントデータを共
有フォルダに入れて対応したことが挙げられた。 

 
 
７ オンライン授業では，チャット機能が活用できた 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.3.22 チャット機能の活用 
 

７「オンライン授業では，チャット機能が活用できた」については，「あてはまる」
８名「ややあてはまる」４名であった。肯定的な意見と否定的な意見が半数になった。 
活用できた具体的な事例として，接続に問題があるときや出欠の確認，授業展開場面
では質問や発問に対する意見で活用された。その効果として，授業中に学習内容に対
する疑問が書き込まれ，それを基に展開し，全体の学びを深めることができた。さら
に，対面授業では質問しづらい生徒が教師に個別質問を行うことができたと述べられ
ている。 
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８ オンライン授業には実施が困難な学習形態がある 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.3.23 オンライン授業において不向きな学習形態の有無 
 

８「オンライン授業には実施が困難な学習形態がある」について，「あてはまる」9
名，「ややあてはまる」6名と回答している。具体的にペアやグループでの学習形態が
困難で，教師対生徒全員の形態で進められた。グループ設定が可能なアプリならば，
グループ活動が可能になる。 

 
 
９ オンライン授業は準備が大変である 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.3.24 オンライン授業での準備の大変さ 
 

９「オンライン授業は準備が大変である」については，「あてはまる」6名，「やや
あてはまる」10名となった。特に，対面授業とは別にオンライン授業用の教材（補助
教材・学習用ワークシートを含め）・教具（ホワイトボード）の準備や作成に時間が
かかったとあった。また，オンライン授業の際にプレゼンテーションを活用した教員
も多く，スライドの作成も時間を要した。しかし，このような準備は大変ではあるが
事前にわかっていればオンライン授業は可能であると回答があった。 
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10 保護者から質問があった 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.3.25 保護者からの質問の有無 
 

10「保護者から質問があった」については，「あてはまらない」16 名，「ややあて
はまらない」３名であった。質問内容としては，ネット環境に関するものや機器の操
作についてであった。また，保護者の質問が少なかった背景に事前に連絡等周知徹底
ができていたことが予想される。 

 
 
11 保護者から苦情があった 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.3.26 保護者からのクレームの有無 
 

11「保護者から苦情があった」については，「あてはまらない」が１７名であった。 
この結果より，保護者から苦情はほとんどなかったことがわかる。 
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12 オンライン授業はストレスになった 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2.3.27 オンライン授業におけるストレス 
 

12「オンライン授業はストレスになった」については，「ややあてはまる」９名，
「あてはまる」２名であった。ストレスの要因としては，主に次の 2 点が挙げられた。 
・パソコン操作については，短期間でパソコンやアプリの使用を習得するとともに，
生徒の機器操作についての対応も求められたためストレスに感じたと答えてい
る。 

・授業については，授業中の生徒たちの意欲や空気感がわからないことや，対話が
十分でないためつぶやきをひろえないことが述べられた。さらに，学習内容の習
熟や理解度もわかりにくいことが挙げられた。 

 
 
13 オンライン授業は必要である  
  
 
 
 
 
 
 
 

図 2.3.28 オンライン授業の必要性 
 

13「オンライン授業は必要である」については，「あてはまる」4名，「ややあては
まる」9 名であった。肯定的に答えた理由として，オンライン授業は緊急時や不登校
等で登校が厳しい状況の場合は，学びを止めないために必要であるとの意見が多かっ
た。 
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14 オンライン授業の企画・設計のために工夫したことは何ですか？ またその際の留
意点は何ですか？ 

 
主な工夫点 
・2 つの PC の活用 
・授業構成（授業の最後にノートをまとめる） 
・授業時間の内容に軽重をつける 
・ネットを活用した調査で，意見や考えを集約するためのワークシートの形式
や発問を工夫した。 

・生徒の発言を生かした授業展開 
主な留意点 
・1 日のオンライン授業実施時間 
・各担当教科での情報共有 
・オンライン授業の際の見やすさ，伝わりやすさ 

 
 
15 オンライン授業を行う上で，知っておかなければならない知識は何だと思います

か？ 
 

主な回答 
・パソコンやソフトの活用方法 
・画面の先に誰がいるのかを想像すること。 
・児童生徒のプライベートが移されないように工夫すること（背景をそろえる
等） 

・受講者は予想以上に身体的ダメージがあること。 
 
 
16 オンライン授業中，児童・生徒とのコミュニケーションで工夫した点，留意点 
 

主な工夫点・留意点 
・挙手機能やアンケート機能を活用した。 
・ハンドサインやうなずきなどのジェスチャーを活用して反応すること 
・「Yes」「No」カードを作成させて意思表示をさせた。 
・説明等の話すときには，ゆっくり，画面の先の子どもたちを見ながら話した。 
・授業開始前に入室してきた生徒と雑談をした。 
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17 オンライン授業中，児童・生徒の学習成果に対するフィードバックで工夫点，留意
点 

 
主な工夫点 
・Classroomの機能を使用して授業最後に３～5問のテスト 
・対面授業開始後に確認テスト 
・授業後にアンケートの実施 

 
 
18 オンライン授業中，児童・生徒に学習内容を分かりやすく伝えるための工夫点，留

意点 
 

主な工夫点・留意点 
・学習目的や内容を明確化 
・プレゼンテーション・黒板・ホワイトボード・紙などの道具を活用 
・ワークシート等の資料も工夫 
・Classroomのストリームに掲載 
・Meet に入り質問できる 

 
 
19 オンライン授業時の学習評価を行う際の工夫点，留意点 
 

主な工夫点・留意点 
・その時間のまとめを Forms で入力させるなど，記録を残すことを心がけた。 
・通常登校した際に，ノートの点検 
・登校再開後に，オンライン授業の内容の定着を確認し，補充学習を行った。 
・振り返りシートの記入を通常授業と同じように行った。 

 
 
（４）まとめと課題 
教員対象のアンケート結果から，オンライン授業についての成果と課題は小学校・中

学校で概ね同様の傾向が見られた。成果としては，授業のねらいを達成できたこと，実
施可能な教科（内容）があること，保護者からの苦情が少なかったことである。課題と
しては，実施が不向きな教科（内容）があること，ペアやグループ活動などの学習形態
が実施困難であることである。一方，小学校と中学校で異なる項目が 2点あった。チャ
ット機能の活用と保護者からの質問についての項目である。この結果の要因としては，
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発達段階の違いが影響していると考えられる。チャット機能は文字入力が中心となるた
め，小学校低学年では活用する機会は減少することが予想される。また，保護者からの
質問についての項目も，小学校段階ではオンライン授業の際に，保護者の協力が特に必
要となる。その結果，保護者からの質問が多くなったと考える。また，自由記述の中で，
多くの教員がオンライン授業の必要性を述べていた。その理由として，オンライン授業
はコロナ禍だけでなく，様々な理由で登校できない生徒への支援の方法として有効であ
ると実感したことが推察できる。さらに，今後のオンライン授業実施に向けて，教員は
ICT 活用能力を向上させ，PC 機器操作等について理解を深めていくことの必要性を強
く感じていることがわかった。 
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 ２．４．教育実習生対象調査について 

倉田 伸 
２．４．１．調査概要・方法 
 教育実習中にオンライン授業を見て学んだ内容を整理することを目的とした自由記
述式のアンケート調査を行った。調査対象者は，教育実習中にオンライン学習を参観し
た長崎大学教育学部の大学生であり，小学校教育コースと中学校教育コースの学生を対
象とした。つまり，長崎大学教育学部附属小学校および中学校の教育実習生である。ア
ンケート調査方法は Google Form を用いたテキスト入力である。アンケート項目は「オ
ンライン授業が行われている実際の場面を見て学んだことは何ですか。思いつく限り教
えてください。」とした。アンケートの分析方法は，アンケート調査で得られたテキス
トデータから教育実習中にオンライン授業を見て学んだことの分類である。分類方法は
定性的コーディング（佐藤 2008）を採用し， オンライン授業を専門分野とする長崎大
学教育学部の研究者２名が共同で行い，意見が異なった場合は協議で決定した。定性的
コーディングの流れは，まずテキストデータからオンライン授業を見て学んだことを記
述した内容を抜き出し，コード名をつけることで整理した。 
 
２．４．２．調査結果 
 教育実習中にオンライン授業を見て学んだことを表 2.4.1 に示す。まず，アンケート
調査を実施した結果，小学校教育コースの大学生 98 名，中学校教育コースの大学生 73
名，合計 171 名からの回答を得た。回答内容を分析した結果，オンライン授業を見て学
んだ内容を大きく３つに分類（大カテゴリ）でき，さらに分類した各内容の下位項目と
して分類（小カテゴリ）した。分類できた大カテゴリは【具体的な工夫】，【実際の様子】，
【重要なこと】である。【具体的な工夫】は，オンライン学習を行なった教師が実際に
行った活動を見て，その具体的な工夫や手立てについての学びである。【実際の様子】
は，オンライン授業を実際に見ることで，オンライン学習というものの全体像や特徴を
知るといった学びである。【重要なこと】は，オンライン授業の体験から留意点や勘所
（ポイント）に気づくといった学びである。 
 
２．４．２．１．【具体的な工夫】への分析結果 
 【具体的な工夫】の下位項目である小カテゴリは，【機器やツールの工夫】，【教材提
示方法の工夫】，【授業進行の工夫】，【対話の工夫】，【板書の工夫】の５つに分類できた。 
【機器やツールの工夫】は，オンライン授業で用いた ICT 機器やアプリケーションな
どのツールを活用する際の工夫に関する学びであり，11 件見られた。その中で，「発言
の場ではミュートの設定などを徹底させること(ハウリングなどが起こってしまう)」や
「グーグルフォームを使うと一気に解答、集計、グラフまでできて楽に見ることが出来
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ていた」のようなツールの効果的な使い方が参考になったという意見，「黒板の文字が
画面上でも見えるように PC 等の設置の工夫について」のような ICT 機器のセッティ
ング方法が参考になったという意見，「音声や映像トラブルが起きてしまうのでその対
処法」のようなトラブルシューティングへの対応方法が参考になったという意見などが
あった。 
 【教材提示方法の工夫】は，遠隔地にいる子どもたちに教材を提示する際の工夫に関
する学びであり，５件見られた。その中で，「子どもたちが分かりやすいように、見や
すい教材だったり、大きさの工夫をする」のような教材の作り方が参考になったという
意見，「文カードや写真の出し方などを工夫することができる」のような効果的な教材
提示方法が参考になったという意見，「ジェスチャーや紙を用いた方法がよい」のよう
な音声以外の多様な情報提示方法が参考になったという意見などがあった。なお，この
学びは小学校教育コースの学生のみからの意見であった。 
 【授業進行の工夫】は，授業をスムーズに進めていくための工夫に関する学びであり，
15 件見られた。その中で，「子どもの手元が見えない状況なので、各児童に細かく進度
や理解度の確認をしていた」や「『話してもいいですか』というカードを見せることで
スムーズに展開していた」のような教師の細かな配慮が参考になったという意見，「授
業時間の 5 分前にはグーグルミートをつなげておくこと」，「事前に授業の内容を PDF
で知らせておくことによって、授業の進行をスムーズにしていること」のような授業を
うまく進行させるための事前準備が参考になったという意見などがあった。 
 【対話の工夫】は，子どもたちへの教師の言葉かけの工夫に関する学びであり，13 件
見られた。その中で，「生徒に届くようにいつもより声のトーンを高くしたり明るくし
たりという工夫や、対面の時よりも一人一人と対話ができるような工夫をされていた」
のような教師の話し方が参考になったという意見，「教師はオンラインの環境でもしっ
かりと子どもたちに伝えるために身振りや話し方の工夫をしていたということ」や「子
ども達の名前を呼んでいた」のような教師の伝え方が参考になったという意見などがあ
った。 
 【板書の工夫】は，オンライン授業における黒板の使い方に関する学びであり，12 件
見られた。その中で，「板書は中心の方にカメラに映るように書く」や「黒板の文字を
通常よりも大きく書く」のような板書の書き方が参考になったという意見，「一度文カ
ードをパソコン上で提示してから貼るなどといった工夫」や「ホワイトボードや教材を
効果的に使うこと」のような黒板を使った情報提示の工夫が参考になったという意見な
どがあった。 
 これらより，教育実習生は，オンライン授業を参観することで教師がおこなっている
様々な工夫を知り，具体的な手立てを理解することができていたと言える。 
２．４．２．２．【実際の様子】への分析結果 
 【実際の様子】の下位項目である小カテゴリは，【相性】，【機器やツールの特徴】，【子
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どもの学習状況】，【実現可能性】，【見取りの困難さ】，【対話の制限】の６つに分類でき
た。 
 【相性】は，オンライン授業への適応・不適応なことに気づく学びであり，10 件見ら
れた。その中で，「子供達が低学年ということもあり、各々喋るため全体の統率はオン
ラインでは難しいと感じた」のような子どもの発達の段階に応じて適応・不適応がある
と考えた意見，「音楽の授業をオンラインでおこなうことは難しいということ」のよう
な教科の違いによって適応・不適応があると考えた意見などがあった。なお，子どもの
発達の段階における相性についての意見は４件であり，その全てが小学校教育コースの
学生であった。 
 【機器やツールの特徴】は，オンライン授業に用いる ICT 機器やツールに関する特
徴に気づく学びであり，11 件見られた。その中で，「PC が 1 つの授業に 3 台必要でし
た」のような機器の準備に関する意見，「全学年が一斉にオンライン授業などに接続す
るため、接続の不具合が起き、授業が中断してしまうことがあった」や「ハウリングな
どが多く起こってしまった」のような機器やツールのトラブル状況に関する意見などが
あった。 
 【子どもの学習状況】は，オンライン授業を受けている子どもたちの様子に気づく学
びであり，20 件見られた。その中で，「オンラインでも実際の対面でも子どもたちの授
業中の発問に対するアクションは変わらなかったということ」のような子どもの学びの
本質は変わらないと感じた意見や，「1 人の子がどうしたらいいか困っていた時に他の
子たちが画面を共有して教えたり、声で指示をしたりして自分たちで助け合って解決し
ていることが素晴らしいと思いました」のようなオンライン授業の中であっても子ども
たちがお互いに学び合う姿を見たという意見などがあった。 
 【実現可能性】は，オンライン授業の可能性または実施の困難さに関する気づきを得
る学びであり，８件見られた。その中で，「一年生の子どもでも、オンライン学習をう
まく行うことができる」や「遠隔でも、ハプニングを除けばある程度は授業が成立する
こと」，「同じように複式でもオンライン授業が行えること」のようなオンライン授業は
なんとか実施できそうだと実現可能性の高さと感じた意見，一方，「保護者の協力が必
要であるため、容易に行いにくい授業形態だと感じた」のようなオンライン授業の実施
は困難であると実現可能性の低さを感じた意見などがあった。なお，この学びは小学校
教育コースの学生のみからの意見であった。 
 【見取りの困難さ】は，オンライン授業を受ける子どもたちの学習状況を教師が見取
る難しさに関する気づきを得る学びであり，26 件見られた。その中で，「子どもたち 1
人 1 人の様子がなかなか観察できない」や「対面の授業に比べて、ペースが遅くなり、
児童の顔やつぶやきを見ながら授業を行うことの難しさ」，「手元が見えないので、生徒
がちゃんと課題に取り組めているのか分からない」のような子どもの学習状況を見取る
ことが対面と比べて難しいという意見があった。 
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 【対話の制限】は，教師と子どもの対話に一定の制限がある気づきを得る学びであり，
14 件見られた。その中で，「子どもの顔を全員一度にみることが難しく、反応もないの
で、展開が教師主体になりやすい」のような子どもたちと対話しながらリズムよく授業
を進めていくことへの困難さを感じた意見，「子どもたちとのコミュニケーションが頷
きや挙手でしかできない場面が多く、わかりにくそうであった」のような子どものリア
クションを見ながら授業を進めていくことへの困難さを感じた意見などがあった。 
 これらより，教育実習生は，オンライン授業を参観することでオンライン授業の全体
像をイメージすることができ，オンライン授業の特徴を自分なりに見出すことができて
いたと言える。 
 
２．４．２．３．【重要なこと】への分析結果 
 【重要なこと】の下位項目である小カテゴリは，【ICT スキル】，【教師の支援】，【準
備・計画】，【フィードバック】，【ルール】の５つに分類できた。 
 【ICT スキル】は，ICT 機器やツールを扱えるスキルの重要性に気づいた学びであ
り，２件見られた。その中で，「予期せぬハプニングが起こる（回線の問題で）。それに
急遽対応する必要があること」や「これから機械（ICT）について学ばなければならな
いと感じた」のようなオンライン授業を進めていく上での ICT 機器を活用できるスキ
ルの重要性を感じた意見があった。 
 【教師の支援】は，オンライン授業を行う教師の振る舞いの重要性に気づいた学びで
あり，13 件見られた。その中で，「学校にいる子と家庭にいる子の両方に目を配り、発
言の機会を与えることの大切さ」や「実際に対面で授業を行う時よりも、子どもたちの
理解が追い付いているかの確認をこまめに行う必要があるということ」のようなオンラ
イン授業の最中において対面の授業とは異なる教師の振る舞いが重要であると考えた
意見があった。 
 【準備・計画】は，オンライン授業を実際に行う前段階の準備・企画の重要性に気づ
いた学びであり，７件見られた。その中で，「板書計画等、子どもたちに視覚的にわか
りやすい情報を準備することが大切だと感じた」のような視覚的な教材を準備すること
の重要であると考えた意見，「オンライン授業だと、画角が限られ、使える黒板が少な
かったため、そのスペースをどううまく使うかの計画が大切であると学んだ」のような
オンライン授業において対面と授業とは異なる板書計画が重要であると考えた意見が
あった。 
 【フィードバック】は，子どもたちからのフィードバック情報の重要性に気づいた学
びであり，５件見られた。「生徒の表情が思っているよりも見やすく、その表情がリア
クションとして大きな意味を持つということ」や「生徒の反応を大きくしてもらうこと
で授業を進めていく必要がある」のような子どものリアクションや反応がオンライン授
業において重要な情報であると考えた意見があった。なお，なお，この学びは中学校教
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育コースの学生のみからの意見であった。 
 【ルール】は，オンライン授業を成立させるためのルールの重要性に気づいた学びで
あり，７件見れれた。その中で，「オンライン授業ならではのルールを設定し徹底する
ことの重要性」や「チャットの使い方については注意する必要があると感じた」のよう
なオンライン授業を行う際のルール作りは対面の授業以上に気をつける必要があると
考えた意見があった。 
 これらより，教育実習生は，オンライン授業を参観する中でオンライン授業を成功さ
せる上で重要なことを自分なりに見出すことができていたと言える。 
 
３．考察 
 以上より，教育実習中にオンライン授業を見た大学生は，【具体的な工夫】，【実際の
様子】，【重要なこと】の３つの視点から学ぶことが示唆された。そして，【具体的な工
夫】の【教材提示方法の工夫】と【実際の様子】の【実現可能性】は小学校教育コース
の学生のみであり，【重要なこと】の【フィードバック】は中学校教育コースの学生の
みであったという事実があるが，全体的には小学校・中学校ともに同様の学びが教育実
習生に起こっていたと考えられる。ただし，オンライン授業の内容などに対する意図や
考え方が，担当した教師と教育実習生とで食い違う可能性もある。よって，オンライン
授業後などにおいて，教師と教育実習生の考え方の比較や議論が必要不可欠であると考
えられるため，そのような時間を設けることは必須であると言える。将来の展望として
は，オンライン学習における学習ログなどのデータを分析することによる省察などをと
おして，オンライン授業の改善を継続的に行なっていくことが求められる。 
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表 2.4.1 教育実習中にオンライン授業を見て学んだこと 
大カテゴリ 小カテゴリ 内容 
具体的な工夫 機器やツールの工夫 オンライン授業で用いた ICT 機器やツール

を活用する際の工夫に関する学び 
教材提示方法の工夫 遠隔地にいる子どもたちに教材を提示する

際の工夫に関する学び ※小のみ 
授業進行の工夫 オンライン授業をスムーズに進めていくた

めの工夫に関する学び 
対話の工夫 子どもたちへの教師の言葉かけの工夫に関

する学び 
板書の工夫 オンライン授業における黒板の使い方に関

する学び 
実際の様子 相性 オンライン授業への適応不適応なことに気

づく学び ※小のみ 
機器やツールの特徴 オンライン授業に用いる ICT 機器やツール

に関する特徴に気づく学び 
子供の学習状況 オンライン授業を受けている子どもたちの

様子に気づく学び 
実現可能性 オンライン授業の可能性または実施の困難

さに関する気づき ※小のみ 
見取りの困難さ オンライン授業を受ける子どもの学習状況

を教師が見取る難しさに関する気づきを得
る学び 

対話の制限 教師と子どもの対話に制限に気づいた学び 

重要なこと ICT スキル ICT 機器やツールを扱えるスキルの重要性
に気づいた学び 

教師の支援 オンライン授業を行う教師の振る舞いの重
要性に気づいた学び 

準備・計画 オンライン授業を実際に行う前段階の準備・
企画の重要性に気づいた学び 

フィードバック 子どもたちからのフィードバック情報の重
要性に気づいた学び ※中のみ 

ルール オンライン授業を成立させるためのルール
の重要性に気づいた学び 

※小のみ：小学校教育コース学生のみに見られた回答  ※中のみ：中学校教育コース学生のみに見られた回答  
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 ２．５．学校管理職等対象調査（インタビュー調査）について 
―教師はオンライン授業をいかに受け止め、対応したか― 

 
畑中 大路 

１．本稿の目的 
近年の学校では、社会状況の変化や教育制度改革の影響を受け、早急な「外生的変革」（1）

（佐古 1992）を迫られる状況が増加している。新型コロナウイルス感染拡大に伴う学校経
営・教育実践の変更はその最たるものと言え、その意味で、長崎大学長の指示を受けオンラ
イン授業を実施することとなった今般の長崎大学教育学部附属小学校および長崎大学教育
学部附属中学校（以下、附属小、附属中と略記）の対応もその一つとして捉えることができ
よう。そこで本稿では、早急な「外生的変革」を求められた附属小・附属中におけるオンラ
イン授業を、教師はいかに受け止め対応したのか記録し、その要点を考察する。 
 
２．オンライン授業実施過程 
（１）オンライン授業に関するプロセスの概要 
オンライン授業の実施検討は、長崎大学長から学部長への指示により始まった。当初の指

示は「夏休み明け４週間のオンライン授業実施」であったが、学部長・附属校園長等が「9
月１日（水）から 9月 6日（月）までのオンライン授業実施」という修正案を提示し、専門
家会議は当該修正案を追認する。その後、附属小・附属中では 8 月 31 日（火）までの約 1
週間で準備が進められ、9月 7日（火）学校再開までオンライン授業が実施されこととなっ
た（表１）。 
 

表１ オンライン授業実施に関するプロセスの概要 
日時 内容 

8/20（金）午前 学長から学部長へ「４週間のオンライン授業実施」指示 
8/20（金）13:00頃 学部長・附属校園長等の協議 
8/22（日） 学部長から学長へ「9月 1 日（水）から 9 月 6 日（月）までのオン

ライン授業実施」修正案の提示 
8/23（月）13:00頃 専門家会議にて「9 月 1日（水）から 9月 6日（月）までのオンラ

イン授業実施。ただし新型コロナウイルス感染状況次第では延長
の可能性あり。延長判断は 9 月 6 日（月）専門家会議にて判断す
る」ことが決定。 

8/23（月）～31（火） オンライン授業実施へ向けた準備 
8/25（水） 長崎県へ「まん延防止等重点措置」適用（8/27（金）～9/12（日）） 
8/30（月）午前 附属中：実力テスト（１日目）を日程変更して実施 

                                                      
（1）「学校外から学校に持ち込まれた変革」（佐古 1992：51）を指す。 
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8/31（火）午前 附属中：実力テスト（２日目）を日程変更して実施 
生徒へのオンライン授業に関する操作説明 

附属小：児童へのオンライン授業に関する操作説明 
9/1（水） ・オンライン授業開始 

・学部長・附属校園長等による 9 月 7 日（火）からの学校再開に
関する協議開始 

9/6（月）13:00 頃 「9 月 7 日（火）より附属中は再開、附属小はまん延防止期間中
は、新たな濃厚接触者が出た場合は速やかな学級閉鎖を実施する
ことを条件に昼までの再開を認める」ことが決定。 

9/7（火） 学校再開 
 
（２）Case１：附属小学校 
表１に示した一連の流れを附属小の教師はいかに受け止め対応したのか。本調査では表

２の調査協力者へインタビュー調査を実施した。調査は 2021 年 10月 19日～11 月 18日の
間に実施し、インタビューは各 15～25 分程度、「オンライン授業をいかに受け止め、いか
に対応したか」を主質問とする半構造化形式で行った。 
 

表２ 附属小調査協力者 

調査協力者 教職経験年数・着任年数・職
位等・調査日時 調査協力者 教職経験年数・着任年数・職

位等・調査日時 

A 校長 31 年目・１年目・校長・10/19 G 教諭 20年目・９年目・１年主任・
11/4 

B 教頭 22 年目・14 年目・教頭・10/28 H 教諭 10年目・４年目・理科専科・
11/18 

C 主幹教諭 19年目・12年目・主幹教諭・
10/28 I 教諭 ６年目・３年目・音楽専科・

11/18 

D 教諭 19 年目・９年目・教務主任 J 教諭 ４年目・１年目・1 年担任・
11/18 

E 教諭 17 年目・９年目・６年主任
/GIGA スクール担当・10/28 K 教諭 ９年目・４年目・１年担任・

11/18 

F 教諭 17 年目・11 年目・2 年主任
/GIGA スクール担当・11/4 

 
１）管理職等の受け止め 
附属小 A 校長へオンライン授業に関する第一報が入ったのは 8 月 20 日（金）であった。

A 校長は学部長・附属校園長等との協議後、B 教頭・C主幹教諭・D教諭と情報共有の場を
設け、今後の見通しを確認した。B 教頭、C 主幹教諭、D教諭は比較的前向きにこの情報を
受け取る。 
 
A 校長：私はいつも、教頭、主幹（教諭）、教務主任の 3 人の意見を私の決定の材料として
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います。やっぱり、一人で考えると、一面的なものしか見えないことがあるので。可能性
として何が問題なのかとか、そういうのをいつも言ってもらうんですよね。今回も 20日
の時点で共有しました。そういう要望が来ているということを。 

 
B 教頭：「ついに来たか」と思いました。附属の使命を考えるならば、附属が先陣切って実
施して、おこがましい考えかもしれませんけど、その実践を県下に発信できたら、なおい
いだろうなって思っていたので。「ついに来たか」と。腹をくくる時がきたかと思いまし
たね。 

 
C 主幹教諭：（A 校長から話を聞いた時点で）具体的に、誰をどう動かそうかなって考えて
いました。GIGA スクール担当（2）の E 教諭、F 教諭が鍵になるだろうと。F 教諭は業者
との打ち合わせや色々な設定といった全般に長けている。E教諭は、授業で色々な機能を
使いこなすことができる。だから、全般の、例えば、メールを設定しないといけないとか、
パソコンをどう使うといった決まりづくりに関しては F教諭だろう。授業の流し方とか、
具体的に有効な方法を検討するにあたっては E 教諭。 

 
D 教諭（教務主任）：悪い印象はなかったですね。抵抗はなかったです。去年の緊急事態宣
言後にすぐ動いている市町村とか学校とかありましたし。どちらかというと、附属小はち
ょっと遅れてたのかな、という思いが少し自分の中でもあったので。「よし、やるか」と
いう感じで、好印象では私の中ではありましたね。担任でなかったというのもあるかもし
れませんが。 

 
そして、8 月 23 日（月）専門家会議におけるオンライン授業の実施決定後、教務主任 D

教諭・C 主幹教諭を中心とし、各学年主任との協議を経ながら、オンライン授業期間中の時
間割作成検討が進められた。 
 
２）実践層の受け止め 
上記語りより、A 校長をはじめとする管理職等はオンライン授業を好意的に受け止めた

ことがわかるが、実際にオンライン授業を実施するのは学級担任等の実践層である。実践層
の教師はオンライン授業をいかに受け止め、対応したのであろうか。 
 
G 教諭（1 年主任）：オンライン授業に対しては、複雑な気持ちというか。一つは、心配で
すね。１年生担当なので、１年生がオンライン授業をできるのかどうか。子どもたちに、
家庭にどうやって伝えればいいのかというのを、自分なりに整理しなければいけないな

                                                      
（2）令和３年度から附属小に設置された分掌。 
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というのが一つと。オンライン授業については、これまでもニュースで見聞きしていまし
たので。やれていない悔しさというか、「やってみたいな」という思いはありましたので。
やるのであれば、自分にどんなことができるのかなという前向きな気持ちというか。入り
混じった状態というのが、その当時の気持ちでした。 

 
H 教諭（理科専科）：「何をすればいいんだろう」という、不安な面が多かったです。不安だ
ったり心配だったりとか。もちろん、ICT活用に長けている先生方もいらっしゃると思う
んですけど、自分があんまりそういうの得意ではないので、「どうかな」と思いながら。 

 
Ｉ教諭（音楽専科）：「オンライン授業をする」という話が来たときは、「音楽もするのかな」、
「何ならできるだろう」というのをまず考えました。 

 
K 教諭（１年担任）：自分の場合はイメージできなかったので。「ついに来たか」とは思った
んですけど。それが一番あるんですけど 

 
上記語りから読み取れるように、実践層には、「子ども・保護者に対する説明」や「オン

ライン授業の展開」という「イメージ共有」に不安を抱いていたことがわかる。 
しかし以下に示すように、当該不安は、E教諭や F教諭といった実践層の教師自らの牽引

と展開によって打開されていく。 
 
F 教諭（GIGA スクール担当、２年主任）：私はチャンスだと思いました。一気に ICT 活用
を推し進めることができるなと。授業は、実物のほうが良かったり、実際に顔を合わせる
方が、もちろんそれに勝るものはないというのはわかるんですけど、附属小学校の場合は
（対面での授業へのこだわりがあるがゆえ）ICT活用が遅れているなと思っていました。
(中略)実際に私が主に動いたことが３つあって。「保護者向け文書とマニュアルの作成」
「ルールの見直し」「Wi-Fi 貸出しのお知らせの作成」です。（準備期間が１週間しかなか
ったため）スピードが必要ですので、GIGA スクール担当である私のほうでたたき台を作
って、E 教諭や、管理職の先生方に見ていただいて、一週間で仕上げました。 

 
E 教諭（GIGA スクール担当、６年主任）：オンライン授業はいずれやってくることかなと
は思っていました。そういう時期がコロナで加速したわけですけど、いずれそういうとこ
ろに向かって GIGA スクール構想も進めていくものだと思っていたので。心づもりとい
うか、そういうのはありましたし、イメージというか、「こんな風な感じだろうな」とい
う淡い状態ですけど、イメージは持っていました。（中略） 
私は今６年生ですが、Ｆ教諭の学年（２年生）ではどうするとか、学年に応じた展開の仕
方をどうするかっていうのは、学年主任と相談して、確認をしていました。 
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このように GIGA スクール担当のＥ教諭・Ｆ教諭によってオンライン授業に関する大枠

の「イメージ共有」が図られた。しかし、実際の授業を行うにあたっては更なる具体的な「イ
メージ共有」が求められる。この点について、例えば１学年では、ICT 活用に長けた J 教諭
を核としながら、「オンライン授業の展開」に関する「イメージ共有」が図られていった。 
 
K 教諭（１年担任）：とにかく話し合いなんですけど、１学年の３人（G 教諭・J 教諭・K 教
諭）で話し合って。１年生はそれまで、パソコンを全く触っていないから、どうやって操
作を教えるかというのと。そこからオンライン授業という形に持っていくかというのを、
とにかく３人で話し合ってイメージを固めていきました。一応、算数と国語という方向性
を決めて、国語を J教諭、算数を私が、オンライン授業の展開を作って、それをまたみん
なで共有し合って。「ここはこうかな」っていう協議を繰り返して。J 教諭は ICT に強い
ので、どんな方法が使えるかとか提案してくれました。 

 
J 教諭（１年担任）：G 先生と K 先生が、「オンライン授業でこんなことができたらいいよ
ね」っていうのをたくさん言ってくださって。自分が知っていることで、「これが使えな
いかな」と提案していました。アイディアを私はいただいて、こんな形だったらそれが実
現できるのかなっていう。自分はまだ、学校の実態もよく分かっていませんし、授業のこ
ともまだ不十分なんですけども、（G 教諭・J教諭が）「こんなことはできるかな」って聞
いてくださったので、自分もアイディアを出せたのかなって。 

 
A 校長：うまくやってくれました。見事に。本当に、見事としか言えないぐらいやってくれ
ましたね。方向性が決まった後は、このメンバーが自分たちで集まって（対応していまし
た）。 

 
このように、教師の自律的行動により、「イメージ共有」という課題は払拭されていった。 
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（３）Case２：附属中学校 
次に、表１に示した一連の流れを附属中の教師はいかに受け止め対応したのかを記述す

る。本調査では表３の調査協力者へのインタビュー調査を実施した。調査は 2021 年 10 月
19 日～11 月 19 日の間に実施したものであり、インタビューは各 15～25 分程度、「オンラ
イン授業実施をいかに受け止め、いかに対応したか」を主質問とする半構造化形式で行った。 
 

表３ 附属小調査協力者 

調査協力者 教職経験年数・着任年数・ 
職位等・調査日時 調査協力者 教職経験年数・着任年数・ 

職位等・調査日時 

L 校長 32 年目・６年目・校長・10/19 P 教諭 11年目・３年目・３年担任（家
庭）・11/15 

M 教頭 25 年目・２年目・教頭・11/8 Q 教諭 ８年目・１年目・３年担任（数
学）・11/15 

N 教諭 
４年目・１年目・１年担任（技
術）/GIGA スクール担当・
11/8 

R 教諭 30 年目・12 年目・１年主任
（国語）・11/19 

O 教諭 
14年目・６年目・２年担任（数
学）/研究主任/GIGA スクー
ル担当・11/8 

 
１）管理職の対応 
附属中 L 校長のもとへオンライン授業の第一報が入ったのは 8 月 20 日（金）であった。

附属中では当初、8 月 26 日（月）・27 日（火）に実力テストを予定していたため、その日
程変更を含め早急な対応が求められた。そこでＬ校長は、学部長・附属校園長等との協議後、
Ｍ教頭とともに、20 日当日に出勤していたＯ教諭等へ日程変更案等の妥当性を相談した。 
 
Ｌ校長：（8月 20日は、学校に先生方が）ほぼ来ていないんですよね、雨とかコロナで部活
は実施していなかったので。学校にいたのは、Ｏ先生と、研究部と、何人か。ちょうど（研
究発表会へ向けた）指導案を添削している時期だったので。それと、生徒指導主事のＳ先
生がいました。O 先生と S 先生は、運営委員で学校の全体像というのを分かっているし、
Ｏ先生は、ICT 活用を中心となって進めているところがあったので。この二人に教頭先生
を交えて、４人で、「こんな風に考えてるんだけどできるかな」って。つまり、夏休みを
8 月 29 日まで延長、ここ（8月 30 日・31 日）で実力考査、ここ（9 月 1日）からオンラ
イン授業。「このスケジュールで何か支障あるか」っていうことを話して。「できるでしょ
う」と。 

 
そして、8 月 23 日（月）専門家会議でのオンライン授業の実施決定後、L 校長は職員会

議で方針説明を行った。 
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Ｌ校長：職員会議が 25 日だったんです、これは当初から決まっていた。夏休みの最終日に
職員会議をする。その中で私が最初説明しようと思ったんですね。大きな方針だけ決めて。
時間割は、実習も予定されていてすでに決まっていたので、そのままの時間割でいく。オ
ンライン授業だからって変更することはせず。午前中３時間、午後３時間なので、オンラ
イン授業は午前・午後ともに最大２時間まで。オンライン授業に選択した 1 時間は、画面
に向かうのは 35 分ぐらいまでにしよう、というのを示して、あとは学年で、教科担任と
話をしながら学年会をもってくれ、と伝えました。 

 
２）実践層の受け止め 
上記のような過程を経て通知されたオンライン授業に関する情報を、実践層の教師はい

かに受け止め対応したのであろうか。 
 
P 教諭（３年担任、家庭）：「何ができるかな」ってまず思いました。あと、実習も入ってい
たので、そこの兼ね合いがどうなるのかなとか。でも、何かしなきゃいけないから、何を
しようかなとか、ちょっと考えないといけないな、という感じでした。 

 
Q 教諭（３年担任、数学）：私はちょうど、3 年生の 2 次方程式の基本的な計算のところだ
ったので「画面を共有したりとかして進めるんだろうな」と、なんとなく思ったことと。
実習もありましたので、通常、授業１時間で終わるところが、果たして 1時間で終わるの
かなというところが不安に思いました。 

 
R 教諭（１年主任、国語）：「いよいよだな」と思いました。私はあんまり、機器を使うのが
得意ではないんですね。オンライン授業実施前も、皆さんがされているような（ICT機器
を活用した）授業展開はなかなかできていなくて。 

 
このように、教師は前向きに受け止めつつも、オンライン授業に対し、附属小教師と同様

に「イメージ共有」に対する不安を抱いていたことがわかる。そして、このような実践層が
抱く不安へ、GIGA スクール担当（3）の研究主任O 教諭や N教諭は対応する。 

 
O 教諭（２年副主任、研究主任、GIGA スクール担当、数学）：（8 月 20 日に話を聞いた時
点で）ある程度の流れというか、ベースを作らないと、きっと混乱するだろうと思ったの
で、オンライン授業の「しおり」を作らないといけないなと。最初、たたき台を作って、
教頭先生、校長先生に渡して見ていただいて、その後、学年主任に渡して、どんどんどん

                                                      
（3）令和３年度から附属中に設置された分掌。 
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どん作っていきました。「しおり」が先にあったからこそ、「ああしないといけない」「こ
うしないといけない」という話ができたのかなと。 

 
N 教諭（１年担任、GIGA スクール担当、技術）：職員にどうやって伝えていくかというと
ころは、すごく難しいなと感じました。教職員の中には、ICT が苦手な先生もいらっしゃ
いますし、得意な先生もいらっしゃる中で、「何を使えるのか」っていうのを、限られた
期間の中で具体的にお示しするのがすごく難しいなというのがありました。 
まず、色々な授業を見てくださいというお願いをして。正直、やってみないとわからない
ところはたくさんあるので。私の授業も、学年の先生にいっぱい見に来てもらって。見て
もらうことで、他の先生がその真似をされて。「よかった」とか、「ここもっとこんな感じ
でできないかな」っていう感じで聞いてもらうとか。 
教頭先生の言葉を借りると、「サポートデスク」みたいなのを学校の中に作って、O 先生
とか私とかが「こんな感じでしたらどうですか」みたいなのを提案をしたりとか。 

 
M 教頭：基本的には GIGA 担当を中心としたチーム対応ですよね。一人でやるのではなく
て、チームでお互いに確認しながらやりましょうと。あと、ミニ研修。職員室で自然発生
的に行われていました。一人が「これ、いいよ」って言ったら、「ちょっと集まって聞い
てみよう」とかですね。「それ、教えてくれ」とか言いながら、私も入っていくことで巻
き込んでいく。みなさん不安だから、「それどうする」「こうやるんだ」とか。私からはい
つも、「まずはチャレンジしてみよう」と伝えていました。 
オンライン授業へ向けた事前練習であったり、電話でのサポートの段取りについては
GIGA 担当が音頭をとってやってくれましたので、私の出る幕なしです。私はひたすら
（インターネット環境にない家庭へ配布するWiFiルーター用の）SIM を契約していまし
た。「１時間の授業で何ギガ必要か」ということは把握していたので。どれぐらいの容量
が必要だろうという想定もできていました。 
 
このように、M 教頭によるサポートを受けながら、O 教諭・N 教諭を中心とした実践が

展開され、「イメージ共有」という不安は払拭されていった。 
 
Q 教諭（３年担任、数学）：他の教科の先生方がされている様子を簡単に見ることができた
ので、真似をしたり、お互い情報共有できたりしたので乗り越えられたのかなと思います。
普段から開き合ってるから、聞きやすくもありました。 

 
P 教諭（３年担任、家庭）：「授業をいつでも見に来ていいよ」、「見においで」とか、そうい
う雰囲気は前々からできていますし。校長先生、教頭先生も、「お互いに見るのも勉強だ
よね」って、「失敗してもいい」と、先に声をかけてくださっていたので、見て勉強しな
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きゃな、と思いました。校長先生、教頭先生も積極的に見に来られて、「こんなことをし
ていたよ」って職員会議で伝えてくださっていたりしていて。そういうお話があったりと
かもあったので。「どうしたんですか」とか聞きに行けたりとか。あと、GIGA 担当の先
生が優しいい方なので、聞きやすい。 

 
R 教諭（１年主任、国語）：職員同士で「こんなことする」とか、「こんな風にしようと思っ
ている」ということを色々話しながら、「どうすればうまくいくかな」とか。私で言えば、
板書はどのくらいの距離だと見えるのかとか、そういうことを技術科の N 先生に相談し
たりしながら進めていきました。なので、「大変だったな」というよりは、「どうなるかな」
というワクワクもありつつ進められたりもしました。 

 
３．考察 
前節で述べた附属小・附属中におけるオンライン授業の受け止めとその対応を踏まえ、オ

ンライン授業という「早急な『外生的変革』への対応」を可能とした要点を考察したい。 
附属小・附属中におけるオンライン授業を通じて浮上した課題は、「イメージ共有」とい

うものであった。１週間というわずかな準備期間でイメージを具体化し、同学年・同教科教
師間で共有することは困難を極めたが、この「イメージ共有」という課題を解決する上で有
効に作用したのは、“GIGA スクール担当”という今年度設置された分掌組織であった。当該
組織がオンライン授業における“プロジェクト・チーム”としての役割を果たしながら、例え
ば、導入段階における「しおり」作成や自らの実践を通じた周囲への説明等を通じ、教師の
「イメージ共有」を促していった。すなわち、教師が経験したことのない「外生的」変革へ
早急に対応するためには、「イメージ共有」が重要であること、そしてそれを牽引する組織
やキーパーソンの存在が有効であることが読み取れる。 
また、今回、約１週間というわずかな準備期間でオンライン授業を実現した要点として、

GIGA スクール担当・各学年・教師への権限・裁量移譲がなされた事実も大きな意味を持つ。
コロナ禍の学校対応に代表されるように、昨今の学校経営においては「短時日のうちに生起
する状況変化や課題への対応が求められる」（大野 2020：66）機会が増加しており、それに
適したマネジメントスタイルとしての OODA ループ（Richards2004＝原田 2019）への関
心が高まっている。このOODAループにおいても、危機事象への対応時には、現場への権
限・裁量移譲が重要であることが指摘されており、本ケースにおける両校長の対応とも合致
する。もちろん、単に「任せる」だけでなく随時のサポートが行われていたことも看過でき
ないが、「外生的」変革へ早急に対応するうえでは、実践層、特に前述のプロジェクト・チ
ームやキーパーソンへの権限・裁量移譲が重要であることが看取できる。 
そして最後に、当該実践を可能とした要点として、附属小・附属中両校に協働の文化が醸

成されていたことも看過できない。学校は個業型組織になりがちとの指摘があるが（佐古 
2019）、今回のような「外生的」変革への早急な対応は個人の力のみでは困難であり、教師
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間での協働が必須となる。そしてこの協働は、日常的な関係構築によって可能となるもので
あり、その点、附属小・附属中でオンライン授業が実現した背景には、日常的な授業実践の
共有を通じ、教師の協働が組織文化として醸成されていたからであるといえよう。 
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３．オンライン授業に関する附属学校作成資料 

 ３．１．附属小学校 

  １．オンライン授業について（配布文書，メール） 
    ①リモート授業について（メール） 
     ・対象：職員 
    ②オンライン授業について（メール） 
     ・対象：保護者 
    ③オンライン授業 Q＆Aについて（メール） 
     ・対象：保護者 
    ④オンライン授業について（文書） 
     ・対象：保護者 
    ⑤オンライン授業の留意点について（メール） 
     ・対象：保護者 
  ２．オンライン学習 
    ①オンライン学習の方法について 
     ・対象：保護者 
    ②附属小学校『タブレット活用のルール』について 
     ・対象：児童 
  ３．オンライン授業トラブル対応事例集 
     ・対象：職員 
  ４．オンライン学習 学年時間割 
     ・対象：職員，児童 
  ５．オンライン授業についての問い合わせ 
     ・対象：職員 
  ６．オンライン授業実施後の気付き 
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２．オンライン授業について（配布文書，メール） 
  ①リモート授業について（メール）                  ②オンライン授業について（メール） 
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  ③オンライン授業Q＆A について（メール）              ④オンライン授業について（文書） 
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  ⑤オンライン授業の留意点について（メール） 
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１．オンライン学習 
  ①オンライン学習の方法について 
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  ②附属小学校『タブレット活用のルール』について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  



資料8 
 

４．オンライン授業トラブル対応事例集 
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５．オンライン学習 学年時間割 
  ①A組 
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  ②第 1 学年 
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  ④第３学年 
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  ⑥第５学年 
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  ⑦第６学年 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  



資料25 
 

３．オンライン授業についての問い合わせ 
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６．オンライン授業実施後の気付き 
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 ３．２．附属中学校 

  １．【職員会議資料】新型コロナウィルス感染症対策の強化について 
     ・対象：職員 
  ２．新型コロナウィルス感染症対策の強化等について 
     ・対象：保護者 
  ３．オンライン学習期間について 
     ・対象：職員 
  ４．第 2 学年部会「３０日（月），３１日（火）を乗り切ろう！のしおり」 
     ・対象：職員 
  ５．オンライン学習期間の各授業場所 
     ・対象：職員 
  ６．オンライン学習期間の時間割 
     ・対象：職員，生徒 
  ７．オンライン授業のしおり（第 3学年） 
     ・対象：生徒 
  ８．オンライン学習期間のしおり（第 2 学年） 
     ・対象：生徒 
  ９．3 年事前指導資料 
     ・対象：生徒 
  １０．今日のひとこと（第 2学年） 
     ・対象：生徒 
  １１．今日のひとこと（第３学年） 
     ・対象：生徒 
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１．【職員会議資料】新型コロナウィルス感染症対策の強化について 
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２．新型コロナウィルス感染症対策の強化等について 
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３．オンライン学習期間について 
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４．第 2学年部会「３０日（月），３１日（火）を乗り切ろう！のしおり」 
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５．オンライン学習期間の各授業場所 
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６．オンライン学習期間の時間割 
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７．オンライン授業のしおり（第 3 学年） 
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８．オンライン学習期間のしおり（第 2学年） 
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９．3 年事前指導資料 
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１０．今日のひとこと（第 2 学年 1日目） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

・自習もしっかりと集中することができて良かったです。 
・初めてのオンライン授業で学校とは違う疲れを感じた。また明日からもしっかり頑張りたい。 
・初めてのオンライン授業でトラブルなどもあったがきちんと学ぶことができた。 
・オンライン上の授業では家にある、学校には持っていけないような参考書も使えたり、机を広く使えたり、チャットをうまく使えたり
できた。オンラインでも二回くらい発表できたので良かった😊😊ただ、一つ、ハウリングしてたところが聞きづらかった。 
・初めてのリモート授業で緊張したが、学校と同じように集中できたので良かった。 
・パソコンだとすぐに目が疲れて、痛くなってしまいました。 
・今日は、はじめてのオンライン授業で緊張した。けれど、先生方が笑わせてくれて緊張も少しほぐれました。オンラインもいいなと思
いました。 
・思ったより疲れてしまいましたが楽しかったです。 
・初めてのオンライン学習でなれないことが多かったが、楽しかったです！ 
・初めてのリモート楽しかったです！ 
・思った以上に時間の進み具合が早かった。 
・オンライン授業を通してやっぱりみんなと喋りたいです。 
・初めてのオンラインだったがスムーズに進んでやりやすかった 
・リモート1日目で今まで先生方と直接教えてもらってたほうが楽しかったなと思いました。 
・パソコンの充電の消費量がすごかった！少し疲れたけれど楽しかったので明日も頑張りたい！！ 
・はじめとのオンラインで肘があたって退出するなどの問題もあったがなれたので明日も頑張りたい。 
・初めてのリモートでわからないこともあったけどうまくできてよかったです明日からも頑張りたいです。 
・今日はリモート授業一日目でした。普段とは違い、画面越しのコミュニケーションだったので難しく感じました。 
・初めてのオンラインで少し緊張していたけど学校みたいな授業が受けられてとても不思議な感覚だった。明日も集中して授業に臨み
たいです。 
・今日は初めてのオンライン授業で楽しかった。 
・初のオンライン授業で、はじめは緊張したけど、みんな発表する姿に、安心感や勇気をもらった。 
・初めてのオンライン授業で、少し疲れました。 
・今日、初めてのオンライン授業だったかけどトラブルもなくて良かったです。明日も頑張ります。 
・初めてのオンライン授業で美術とか特にちゃんと授業ができるか心配だったけど先生方が丁寧に対応してくださって不安もなくなり
ました。明日からも元気に頑張りたいです‼ 
・最初の一日だったので少しわからない部分もあったが、これからの4日間の流れをだいたい掴めたので良かった。 
・初めてのオンライン授業でわからないことがあると思ったけど、意外とうまくできたので良かった 
・初めてのオンライン授業で戸惑いながらも楽しくできたと思う。もっとこの環境にもなれて楽しくやっていきたい 
・色々 と発表することができたので、明日も頑張りたいです。 
・このようなmeetでの学校はみんなと直接会えないので、寂しいけれど、これも先生方が安全にしてくれている証拠などでこの生活も
頑張っていきたい。 
・オンライン授業は初めてでどんなのかわからなかったけど文字が見やすくていいなと思った。国語の活用の種類をしっかり覚えたい。 
・今日は初めてのリモートだったけど集中してできて良かった。 
・初めてのオンラインで少し緊張したが楽しかった 
・初めてのリモートは楽しかったけど、目が疲れました。初めてだったけど、発表することができてよかった。明日からも頑張りたい。 
・今日のオンライン授業のために部屋の模様替えをしました。部屋が映らないので意味がないですが、前よりも集中しやすくなりまし
た。今日の授業は全部、理解させてから次に進むようにしました。 送るのが遅くなってしまいすみません! 明日も頑張ります。 
・授業がやりづらいときもあったけど、いつもどおりがんばれたと思う 
 

・これからランニングに行こうと思います。 
・初のリモート授業で疲れたけどあしたもあるので慣れようと思う。 
・今日は初めてだったのパソコンの充電がいきなり切れたり、Wi-Fiの調子が悪くなったりしたのですがいつもと違う形での授業がとて
も楽しかったです。 
・初めてのオンラインでの授業でちょっとしたトラブルとかはあったけど新しい授業のやり方で楽しかったです。明日も頑張りたいです
❕ 
・初めてのオンライン授業でしたが、良い学びができました。明日からも引き続き頑張ります。 
・初めてのオンライン授業だったが、登下校の時間がなくなりとても快適に学習することができた。授業では、理科のときに映像を使っ
て学習をしたが、学校で一台のテレビを皆でみるときと違い、それぞれで見たので秒数を巻き戻すことができるし、見やすいのがオンラ
インの強みなのかなと感じた。 
・久しぶりにみんなの顔が見れて嬉しかったです。 
・リモートよりリアルタイムのほうが好き 
・朝からしっかり参加できたので良かった☺ 
・オンライン学習は少し疲れた。なれていきたい！ 
・初めてだったけど、不自由なく、スムーズにできた。 オンラインだからこそのメリットをしっかり生かしていきたい。 
・今日から、オンライン授業が始まりました。新鮮な感じで面白かったです。特にトラブルもなかったので、明日からも引き続き頑張っ
ていきたいです。 
・初めてのオンライン授業で楽しかった。 
・目が疲れたのでしっかりと休みたいです。 
・リモートでずっと画面を見ていたので目がつかれました… 明日も集中して勉強できるように頑張りたいです‼ 
・初めてのオンライン授業で緊張した。ずっと画面を見ていると目が疲れてしまった。 
・普通の授業より疲れました！！顔が見えてちょっと照れくさかったです。 
・初めてでやりづらさもありましたが普通の授業とあまり変わらない授業が出来ました 
・目は疲れたけど、睡眠時間が２時間増えたので、普通の日もこれくらい寝れたらいいなと思いました。 
・今日は初めてのオンライン授業でしたが、特に不安なことなどはなく、楽しかったです。国語の授業で発表もできました。まわりに人
がいなっかたのでいつもよりも発表がしやすかったです！また発表したいです！ 
・初めてのオンラインだったけれど家でも緊張感を持ってすることができてよかった。 
・学校での初めてのオンライン授業だった。私はなれていたが、他の人が少し疲れたような顔をしていた。これから訂正ノートを作った
り、楽器を練習したりするので、オンライン授業で体力と気力を骨抜きにされない程度に明日からも授業を受けたい。 
・ちょっとおねむだった。 
・初めてのオンライン授業だったが、普段の授業と変わりなく、発表やつぶやきができたので、良かった。 
・初めてのオンライン授業で、普段よりつかれたが、家でも学校と同じような学習ができてた。 
・今日は初めてリモートで授業を受けて少し操作などに苦戦しました。これからまだ授業があるのでなれていきたい 
・自習の時間も自分の勉強が進められて良かった。 
・初めてのオンライン授業でみんなの表情をみながら授業ができて楽しかったです。 
・はじめてのオンラインだったけどみんなといろんなやり取りができてよかった。明日も頑張りたい。 
・初めてのリモートでの授業で不安だったけど、いつもみたいにはスムーズではなかったけど、できてよかったです。 
・meetでもあまり変わらなかった。 
・初めてのオンライン授業だったけど、思ったより大丈夫だった。ps.昨日送信する予定だったのを忘れててすいません。 
・初めてのオンライン授業で、特に問題はなかったのでよかった。 
・オンライン授業は、操作や時間を守ることが難しかったです。 
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  今日のひとこと（第 2 学年 ４日目） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

・今日でオンライン授業が終わった。しっかり気を引き締めて頑張りたい。 
・オンライン授業は登下校がないので楽という点はあったものの、目が疲れたり友達と会えないなど不便な点もあったので明日から対
面で授業ができることが嬉しいです。 
・今日は学校よりみんな発表してたぐらい、いろんな意見が聞けました。久しぶりの学校でペースを崩したり、忘れ物しないようにした
いと思います。 
・ずっと画面を見ていると首が痛くなったので、学校で使う時も適度な休憩を挟みながら使いたい。 
・今日でオンライン授業が終わりになりました。明日はテストの結果が返ってくる教科があると思うので、自分の間違えたところをしっ
かりと把握したいです。 
・今日でオンライン授業が終わった。 いろいろあったけど、なんだかんだ楽しかった！ こういう時代だからこそ体験できることだか
ら、出来てよかった。 もし、感染者が増えてしまったときはまたオンラインで授業を受けたいです(̂ ^♪ 
・とくになし。 
・パソコンの操作などなれないことも多かったけど、楽しく授業を受けることができた。 
・今日でリモートも終わりですね。また明日クラスのみんなと会えることを楽しみにしています。 
・明日から登校して授業を受けるので、準備をして臨みたい。 
・明日から学校待ちに待った朝掃除がんばります。 
・今回4日間リモートでしてみて、リモートも結構疲れるし大変だなと思いました。明日皆に会えるのが楽しみです。 
・最後のオンライン授業が終わった。普段の学校生活と違いモニター越しで座っとくのがきつかったり、目が痛くなったりした。コロナ
がなくなるまでは感染対策をきちんとして行きたい。 
・オンライン授業が終わった。使い方は理解したので、次またオンラインになっても大丈夫だと思う。 
・今日はリモート授業最終日でした。初日よりもリモート授業になれたなとおもいます。明日からは通常授業です。選挙管理委員会が始
まるのでサポートを頑張りたいです。 
・今日でオンライン授業が終わりました。みんなと一緒に授業できないのは違和感があったけどいい経験になりました。 
・今日でオンライン授業最後だった。実際に会えないのは寂しかったけれどみんながマスクを取った姿で授業を受けたり、授業前に先生
としゃべる時間が増えたりなど、いつもとは違うことがたくさんあって新鮮で楽しかったです。 
・今日は最後のオンラインでの授業だった。明日から通常の授業だけど集中して頑張りたい。 
・今回オンライン学習をして、はじめは戸惑うことも多かったけど、最終的にはうまくパソコンを使いこなせた。進化していく時代の中
でこういう経験をこれから大事にしたい。 
・今日でオンライン授業が終わりで、早いなと思いました。明日からは学校に登校するのでがんばりたいです。 
・今日がオンライン授業最後でした。みんなの顔も見ることができて良かったです。明日からも頑張りたいです。 
・今日で予定では最後のオンライン授業でした。もしかしたら今後もこのようなことがあるかもしれないけど、この四日間いつもとは違
う緊張感でした。そして友達の大切さも改めて気づくことができました‼はやくみんなに会いたいです。 
・最後の授業、充実したオンライン授業ができた。 
・最終日となってやっと明日からいつもどおりの学校が始まる。テストも返ってくるのでオンライン明け気を引き締めていきたい。 
・オンライン授業が終わった。明日はみんなに会えるから楽しみだ。出し忘れていたものがあるので、忘れないようにしたい。 
・明日から、学校が始まるので、また気持ちを切り替えて頑張っていきたいです。 
・オンライン授業も今日で終わった。明日からは夏休み明けの学校が始まるので、また授業を自分から積極的に発表していきたい。 
・オンライン学習が始まって、生活習慣が少し変わったので、明日6時間も集中できるか心配です。でも、みんなに会えるから楽しみで
す。早めに明日の準備をして、明日の対面授業もがんばります。部活、まだできないんですね、、早く部活もしたいし、部活の仲間に会
いたいです。 
・明日から学校での授業で生活がかなり変わると思うので頑張りたい。 
・今日は、最後のリモートだったけど真剣に受けることができた。 
 

・明日から登校するのでしっかりと気を引き締めたい。 
・最後のオンライン授業だった。意外とあっという間に感じた。うまくパソコンを活用できるか不安だったけど、特に問題もなく進めら
れたと思う。画面越しでもみんなと一緒に授業ができてよかった。明日久しぶりにみんなに会えるのが楽しみだ。 
・オンライン授業もきょうで最後。明日から通常どおり学校があるから頑張ろうと思う 
・英語の授業で改めてAIの凄さを実感しました。 
・明日から学校なので気を引き締めたい  
・今日でリモート授業が終わりました。明日から学校に行って皆に会えるのがとても楽しみです！自分を守ることは皆を守ることにつな
がると思うので感染対策に気をつけていきたいです。 
・今日は、最後のオンライン授業でした。オンライン授業でもみんなの顔が見れて嬉しいのですが、やっぱりみんなと対面で話したいと
感じました。 
・明日からもとに戻るよ楽しみだ。 
・オンライン授業期間は通常よりも自習時間が多かったので、自分のしたかった勉強をたくさんすることができました。明日からは学校
なので、久しぶりに友だちに会うのが楽しみです‼ 
・今日は最終日だった。学校でするよりも楽だと思っていたが、やはり対面がいいと感じた４日だった。 
・今日で終わり。明日からも元気に登校したい。 
・明日には、30・31日に会えなかった力田先生や実習生の先生と会えるのでとても楽しみです。 
・オンライン学習最終日で、ジェスチャーなどの普段使わないコミュニケーションなどを普段の生活でも活かせると思いました。 
・明日から学校だけど、またマスク生活に戻るというのと、部活がないのが残念。 
・今日は、最終日。明日から対面授業になるのでとても楽しみです！ 
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・夏休み中長崎でも感染者が急激に増加したとき、実習生と会うことができるか心配でした。今日はオンラインでの対面式になったけ
ど、楽しい時間を過ごせたかなと思いました。学校で会える日が楽しみです!! 
・今日は雷が鳴る程の雨が降っていてこういう日は正直登校するのが面倒なのでオンラインの良さをまた一つ見つけることが出来まし
た。また、部活を皆ですることは出来ないけれどいつもよりも長く練習できて嬉しいです。しかし、私が楽しみにしている体育や音楽な
ど実技的な教科が出来ないのは寂しいです。 ※朝の会ではマイク機能が使えましたが授業では使えませんでした。 
・今日、授業の前に手を振ったら返してくれたり、帰りの会ではじゃんけんもできて、リモートでもみんなとつながっていると実感しま
した。明日は、紙に文字を書いて会話ができるか試したいです。家庭科の動画と、美術の作品の贈り方がわからないので、できたら教え
てほしいです。 実習生への質問：暇なときは何をしますか？ 
・今日は昨日と違って少し緊張感がとれて、みんなが発言できた。今日も楽しかった。 
・今日はオンライン授業にもなれてきて、積極的に授業に取り組めていて発表もできていたので、充実した一日になったと思います。 
・先生方と話すのがとても楽しかった。弟が帰りの会が先に終わったようで覗きに来たときにカメラに映らないかヒヤヒヤした。先生方
の好きな食べ物はなにかしりたいです。 
・朝の会とか帰りの会とか楽しい！タイピングも少しはましになったかも。 
・実習生とのホームルームは、いつもと雰囲気が違って楽しかったです。私達にとって最後の実習生になると思うと寂しくなりました。
オンライン授業にもなれてきましたが、自習時間に集中できていないので、明日から必ず集中します。 
・久しぶりの一分間スピーチで緊張したけど、意外とみんな反応してくれていてうれしかった。マスクをつけてないからみんなの表情が
わかりやすかった。 
・実習生との対面式がありました。早く直接会って色々 な話をしたいです。 
・オンライン授業にもだいぶなれ、だんだんと集中して、受けることができました。また、実習生による自己紹介もあり、早く学校に行
きたいなと感じ始めました。 
・今日から実習生も参加してのオンライン授業となった実際に会えないのは少し残念だが、オンラインがからこそできることも多いの
で画面を通してでも、附中の良さを伝えたい。 
・友達の鳥のおもちゃの音にやられました笑 今日もめっちゃ楽しかったです。はやく実習生にも会いたいです。 
・実習生との顔合わせがあっていつもと違う形で新鮮だった 
・今日でオンライン授業も2回めで昨日よりスムーズに出来たけど、まだわからないことがあるので頑張りたい。 
・今日はオンライン授業二日目でした。今日の朝の言葉でも述べたように、先生方のご尽力のおかげで、とても充実した学びができてい
ます。世界には、休校になった人や、感染の不安を抱えながら登校している人がいる中で、安全な場所で学ぶことができている私達はと
ても幸せです。本当にありがとうございます。やってみたいことですが、せっかくみんながマスクを外せる状況で、しかもレアな私服で、
背景もつながってて面白いので、オンラインならではの記念撮影をしてみたいです。pc上なので、スクリーンショット。みんなが見ら
れるのかなと思いました。この作業は、私がしても大丈夫なら、いたします！もちろん、プライバシーの問題などがあって任意でも撮影
禁止なら大丈夫ですが、せっかくのオンラインなので形として思い出を残せたらいいなと思いました。 
・みんなの意見を普段より多く見れてよかったです。 
・顔が見れて嬉しいけど話せないのが寂しです。次話せる日が楽しみです。 
・オンラインだと全員の反応だったりを見れて面白い人とかもいたので楽しかった。でも家には一人だから一人で笑っていることに気
づくと悲しくなってくるので早く会いたい。 
・今まで通りに授業ができてよかった。 
・今日は積極的に発表もできたので良かった。（急用で帰りの会に参加できませんでした。連絡してなくてすみませんでした。） 
・今日は実習生との対面式がオンライン上という史上初の形で行われた。オンラインで自由に話せるわけではないとはいえ、限られた時
間を少しでも有意義にできるよう、一期一会を大切に過ごしていきたいと思う。 
 
 

・二日目のオンライン授業がおわりました。今日の授業では、スライドを使うことが多かったです。スライドを使った授業はとても分か
りやすく先生方の工夫が多く見られた授業でした。 
・オンラインにも少しなれて、初めて実習生の先生を見ました。今は直接コミュニケーションを取ることができないので寂しいですが、
学校に行ったときの楽しみが少し増えたなと思いました。 
・実習の先生方との対面式も無事できて嬉しかった。リモートの授業でも、クラスの温かさが感じられてとても楽しかった。 
・今日は国語の時間に四字熟語を発表するときがあり、皆が挙手🙋🙋できていてよかった 
・すみません、昨日書き忘れてました。昨日は、実習生と会って対面と変わらないような対面式ができてよかったです。 
 
 



執筆者一覧（執筆順） 

 

前原
まえはら

 由
ゆ
喜夫
き お

（第 2章第 1 節担当） 
  所 属：長崎大学教育学部人間発達講座 教育心理 准教授 
  専門等：教育心理学，認知科学。テスト成績やアンケート調査の数値データの解析を通して，子ども 
     の「学習力」や「やる気」を高める方法を科学的に探究している。 
 

 

木村
き む ら

 国広
くにひろ

（第 2章第 2 節担当） 
  所 属：長崎大学教育学部人間発達講座 学校教育 教授 
  専門等：教育実践，学校経営，教育行政。教育現場や教育委員会等での豊富な経験を活かして，実務家 
     教員として学生や院生の授業力及び学級・学校経営力の向上に努めている。 
 

 

加納
か の う

 暁子
あ き こ

（第 2章第 2 節担当） 
  所 属：長崎大学教育学部義務教育開発講座 音楽 准教授 
  専門等：器楽（弦楽器），音楽科教育。演奏表現と音楽教育の懸け橋となるような研究や活動を行って 
     いる。コロナ禍の，一日も早い収束を願っている。 
 

 

吉良
き ら

 史
ふみ
明
あき
（第 2章第 2 節担当） 

  所 属：長崎大学教育学部中等教育講座 国語 准教授 
  専門等：日本近世文学および古典教育。古典文学研究から得られた知見を活かして，古典を児童・ 
     生徒とともにどのように学んでいくか，方法論の構築と実践を試みている。 
 

 

安井
や す い

 暁子
あ き こ

（第 2章第３節担当） 
  所 属：長崎大学教育学部人間発達講座 学校教育 准教授 
  専門等：教育実践学，社会科教育。ふるさと教育と総合的な学習，教科の指導と評価，授業研究の理論 
     と実践等の授業を担当している。 
 

 

藤井
ふ じ い

 佑
ゆう
介
すけ
（第 2章第３節担当） 

  所 属：長崎大学教育学部人間発達講座 学校教育 准教授 
  専門等：教育方法学。大学では主に教育方法論や授業研究，教師の専門性と省察に関する科目を 
     担当している。 
 



 

倉田
く ら た

 伸
しん
（第 2章第４節担当） 

  所 属：長崎大学教育学部義務教育開発講座 准教授 
  専門等：教育工学。「ICT 教育法」「教職と ICT 活用」等の講義を担当し，インターネットを活用した 
     学び合いを支援するシステム開発や学習デザインについて研究している。 
 

 

畑中
はたなか

 大路
た い じ

（第 2章第５節担当） 
  所 属：長崎大学教育学部人間発達講座 学校教育 准教授 
  専門等：教育経営学，教育学。「ミドルリーダー・管理職の育成」を研究テーマとし、長崎県内の教員 
     とともに授業改革・学校改革プロジェクトに取り組んでいる。 
 

 
 
  



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
附属学校オンライン授業実施に伴う 

調査研究報告書 
（正式版） 

 
発行日：2022（令和４）年 2 月 17 日 
発行者：長崎大学教育学部 


	附属学校オンライン授業実施に伴う調査研究報告書（正式版素案3）表紙・巻頭言・目次・裏表紙
	附属学校オンライン授業実施に伴う調査研究報告書（正式版素案2）本文
	附属学校オンライン授業実施に伴う調査研究報告書（正式版素案2）資料

